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伝統と豊かな自然に恵まれた

田園文化都市
～やすらぎのまち桜川～
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Sakuragawa symphony



「
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち 

桜
川
」を
目
指
し
て

桜川市は首都圏から約 70km 圏

内、茨城県の中西部に位置し、

総面積は 179.78km2 となってい

ます。

北は栃木県（真岡市・益子町・茂

木町）、東は笠間市・石岡市、西

は筑西市・栃木県（真岡市）、南

はつくば市と隣接しています。 

北の高峯・富谷山、東の雨引山・

加波山・足尾山から南の筑波山に

連なる山々に囲まれた平野部のほ

ぼ中央を桜川が南下し、市の南北

軸を形成しています。

その環境のもと、上野沼や大池、

つくし湖など、多くの湖沼を有し、

水資源の確保および親水空間とし

て活用されています。

また、この地域で採れるみかげ石

を利用した石材業や、平野部の肥

沃な土地を利用した農業など、地

域資源を活用した地場産業が息づ

いています。

人と自然が奏でる交響曲
桜
川
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桜川市の概要・位置・地勢  
City profile & access

ヤマユリは、ひときわ大きな白

い花を咲かせ、かなり遠くから

でも気がつくほどの、強い甘い

香りを放ち、桜川の里山に多く

自生しています。花言葉「荘厳」

に表されるとおり、夏の雑木林

の中で厳かに堂々と咲く花で、

桜川市を象徴するかのようです。

桜川市の美しい桜は、謡曲「桜

川」に謡
うた

われるなど、市民の生

活の中に根付いています。春に

なると、市内の山々はほんのり

と桜色に染まります。場所によっ

ては色々な風情が楽しめ、まさ

に市のシンボルとしてふさわし

い木です。

自然豊かな当地域では、市街

地の公園や庭先でウグイスの鳴

き声がよく聞かれます。澄んだ

鳴き声は春を告げる鳥として広

く親しまれ、誰からも愛される

桜川市の象徴です。

桜川市の花・木・鳥  
Official city flower, tree & bird

市の花 ヤマユリ Gold-banded lily 市の木 サクラ Cherry tree 市の鳥 ウグイス Japanese Bush Warbler
3 つの桜の花びらは、２町１村に

よる対等合併「桜川市」の協調と

発展を表しています。中央のダー

クブルーは筑波山、ブライトブルー

は市の中央を流れる桜川を表して

います。桜・山・川は市のシンボ

ルであり、その豊かな自然環境に

つつまれて、輝く未来へとはばたく

「桜川市」の姿を表現しています。

わたくしたちは、伝統と豊かな自然に恵まれたふるさとを愛し、限りない繁栄と幸せを願って、

市民憲章を定めます。

１、 市民と行政が協働で住みよいまちをつくります。

１、 互助と信頼を深め、安心とやすらぎあるまちをつくります。

１、 教養を高め、豊かな心と健やかな体を育むまちをつくります。

１、 豊かな自然と歴史・文化が調和する潤いのあるまちをつくります。

１、 地域資源を活かし、活力に満ちた豊かなまちをつくります。

桜川市章  
City emblem 

市民憲章  
Citizens' charter
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桜
川
市
は
三
方
を
阿あ

武ぶ

隈く
ま

山
系
の
山
並

み
に
囲
ま
れ
、
市
名
の
由
来
に
も
な
り
ま

し
た
「
桜
川
」
が
中
央
部
を
流
れ
る
な
ど

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
や
北
関
東
自
動
車
道
、

国
道
50
号
な
ど
の
幹
線
が
通
り
、
地
域
か

ら
採
れ
る
み
か
げ
石
を
利
用
し
た
石
材
業

や
平
野
部
の
肥
沃
な
土
地
を
利
用
し
た
農

業
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
場
産

業
が
息
づ
い
て
い
る
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
初
と
な
る
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
「
真
壁
の
町

並
み
」
を
は
じ
め
、
会
期
中
10
万
余
人
の

お
客
様
が
訪
れ
る
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」

や
国
指
定
文
化
財
・
天
然
記
念
物
「
桜
川

の
サ
ク
ラ
」、「
高
峯
の
山
桜
」
な
ど
、
数
々

の
歴
史
的
遺
産
や
名
所
旧
跡
が
現
存
し
て

お
り
ま
す
。

　

市
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
伝
統
と
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た 

田
園
文
化
都
市 

～

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち 

桜
川
～
」
を
目
指
し
て
、

第
１
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の
大
き

な
柱
「
自
治
」「
安
心
」「
育
成
」「
調
和
」「
自

立
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
、
市

民
の
皆
様
と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
日
本

の
原
風
景
の
田
園
風
景
や
歴
史
・
伝
統
を

守
り
育
て
、
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
『
市
勢
要
覧
』
は
、
市
の
施
策
や

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
様
子
な
ど
、
様
々

な
姿
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
桜
川
市
の

魅
力
を
本
誌
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

目
次 C

ontents

桜
川
市
の
概
要
・
位
置
・
地
勢
／
桜
川
市
章
／
市
民
憲
章

市
長
挨
拶
／
市
の
花
・
木
・
鳥　—

 

01

巻
頭
特
集

　

桜
川
物
語　
平
安
の
古
か
ら
現
在
へ
と
流
れ
る
文
化
遺
産　—

 

02

　

S
to

ry

①　
幻
の
桜
源
郷　—

 

02

　

S
to

ry

②　
桜
川
流
離
譚　—

 

04

　
S

to
ry

③　
真
壁
氏
の
興
隆　—

 

05

　
S

to
ry

④　
青
木
村
仕
法　—

 

06

桜
川
市
総
合
計
画　—

 

07

第
１
章　
自
治　
市
民
と
行
政
が
奏
で
る
交
響
曲　—

 

08

　

技
人F

ile
①　—

 

08

　

コ
ラ
ム　
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り　—

 

09

　

技
人F

ile

②　—
 

10

　

技
人F

ile

③
／
④　—

 

11

第
２
章　
安
心　
支
え
合
う
安
ら
ぎ
の
交
響
曲　—

 

12

　

To
p
ics N

o.1

　

子
育
て
支
援
事
業　—

 

12

　

コ
ラ
ム　
桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　—

 

13

　

技
人F

ile

⑤　—
 

14

　

To
p
ics N

o.2

　

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ　—

 

15

　

To
p
ics N

o.3

　

桜
川
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　—

 

15

第
３
章　
育
成　
未
来
へ
奏
で
る
育
み
の
交
響
曲　—

 

16

　

To
p
ics N

o.4

　

真
壁
伝
承
館　—

 

16

　

コ
ラ
ム　
人
形
浄
瑠
璃　
真
壁
白
井
座　—

 

17

　

技
人F

ile

⑥　—
 

18

　

技
人F

ile

⑦　—
 

19

　

桜
川
遺
産　—

 

20

第
４
章　
調
和　
快
く
美
し
い
暮
ら
し
の
交
響
曲　—

 

22

　

技
人F

ile

⑧　—
 

22

　

コ
ラ
ム　
東
日
本
大
震
災
復
旧
作
業　—

 

23

　

技
人F

ile

⑨　—
 

24

　

To
p
ics N

o.5

　

災
害
対
策 —

 

25

第
５
章　
自
立　
逞
し
く
発
展
す
る
創
造
の
交
響
曲　—

 

26

　

技
人F

ile

⑩ —
 

26

　

コ
ラ
ム　
新
規
作
物
研
究
会 —

 

27

　

技
人F

ile

⑪
／
⑫　—

 

28

　

技
人F

ile

⑬
／
⑭　—

 

29

　

技
人F

ile

⑮
／
⑯　—

 

30

　

技
人F

ile

⑰
／
⑱　—

 

31

　

技
人F

ile

⑲
／
⑳　—

 

32

　

桜
川
名
品
型
録　—

 

33

　

さ
く
ら
が
わ
歳
時
記　—

 

34

桜
川
市
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ　—

 

36

空
か
ら
見
た
桜
川
市
／
市
勢
資
料　—

 

38

桜
川
市
議
会
／
公
共
施
設　—

 

39

Sakuragawa City Guide 20141



人
の
営
み
は
常
に
水
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
文
明
の
多
く

が
、
大
河
の
流
域
に
お
い
て
発
祥
し
て
い
る
の
は
偶

然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
河
川
が
も
た
ら
す
豊
か
な

恵
み
は
、
人
間
が
農
耕
を
基
盤
と
し
た
文
化
的
な

社
会
を
築
く
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

桜
川
市
を
縦
断
す
る
よ
う
に
流
れ
、
市
の
名
前
の

由
来
と
も
な
っ
た
一
級
河
川
・
桜
川
も
ま
た
、
古

来
よ
り
そ
の
流
域
の
人
々
に
生
活
の
糧
を
与
え
る

と
と
も
に
、
文
化
の
源
と
も
なって
き
ま
し
た
。

こ
の
巻
頭
特
集
で
は
、
後
世
に
語
り
伝
え
る
べ
き

文
化
遺
産
と
し
て
、
桜
川
を
舞
台
に
織
り
成
さ
れ

て
き
た
歴
史
絵
巻
の
数
々
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

鎌倉時代に制作された絵巻物
上畳本三十六歌仙絵（重要文
化財）に描かれた紀貫之像

巻
頭

特
集

常
よ
り
も

　
春
辺
に
な
れ
ば
桜
川

波
の
花
こ
そ

　
　
　
間
な
く
よ
す
ら
め

紀
貫
之

The Story of Sakuragawa

も
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
事

実
か
ら
、
江
戸
の
花
見
の
名
所
づ
く

り
に
は
、
桜
川
の
桜
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

水
戸
黄
門
と
し
て
有
名
な
徳と
く

川が
わ

光み
つ

圀く
に

も
、
桜
川
の
桜
に
魅
せ
ら
れ
た
一

人
で
す
。
そ
の
惚
れ
込
み
よ
う
は
、

偕
楽
園
前
を
流
れ
る
見み

川か
わ

川が
わ

の
ほ
と

り
に
桜
川
の
桜
を
移
植
し
、
そ
の
川

を
「
桜
川
」
と
名
付
け
て
し
ま
う
ほ

ど
で
し
た
。

現
代
に
蘇
る
幻
の
桜
源
郷

　

明
治
に
入
る
と
、
当
市
出
身
の
俳

人
石い
し

倉く
ら

翠す
い

葉よ
う

や
、
日
本
植
物
学
の
創

始
者
三み
よ
し
ま
な
ぶ

好
學
博
士
に
よ
る
研
究
・
出

版
活
動
に
よ
り
、
再
び
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
と
な
っ
た
桜
川
は
、
大
正
13

年
に
国
の
名
勝
指
定
を
受
け
る
に
い

た
り
ま
し
た
。
昭
和
49
年
に
は
、
桜

川
の
桜
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
。
画
一
的
な
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
と
は
違
い
、一
本
ご
と
に
色
、

形
、
匂
い
、
開
花
時
期
ま
で
が
異
な

る
多
彩
な
山
桜
が
群
生
す
る
桜
川
の

景
観
は
、
そ
の
価
値
が
広
く
見
直
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
の

地
道
な
保
護
や
整
備
、
広
報
活
動
の

成
果
も
あ
っ
て
、
紀
貫
之
も
夢
見
た

「
幻
の
桜
源
郷
」
が
、
今
ま
た
蘇
り

つ
つ
あ
る
の
で
す
。

ら
、
貫
之
が
実
際
に
当
地
を
訪
れ
た

の
で
は
な
く
、
人
づ
て
に
話
を
聞
き

心
を
動
か
さ
れ
て
詠
ん
だ
歌
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
桜
の
名
所

と
し
て
の
「
桜
川
」
の
評
判
が
、
遠

く
平
安
京
に
ま
で
知
れ
渡
っ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

遥
か
千
年
の
昔
、
春
の
桜
川
に

は
、
歌
に
詠
ま
れ
た
よ
う
な
光
景
が

広
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
貫

之
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
そ
の
有
り

様
を
想
像
し
て
み
る
の
も
一
興
で

し
ょ
う
。

江
戸
を
彩
る
桜
の
供
給
地

　

桜
川
の
桜
は
古
来
、「
西
の
吉
野
、

東
の
桜
川
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
美
し

さ
を
讃た
た

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
名

勝
・
桜
川
の
か
つ
て
の
威
光
を
知
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
江
戸
時
代

に
お
け
る
桜
の
供
給
地
と
し
て
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
で
す
。

　

徳
川
三
代
将
軍
家い
え

光み
つ

が
寛
永
年
間

に
、四
代
将
軍
家い
え

綱つ
な

が
正
保
年
間
に
、

桜
川
の
桜
を
隅
田
川
堤
に
移
植
さ
せ

た
の
を
は
じ
め
、
天
文
年
間
に
は
八

代
将
軍
吉よ
し

宗む
ね

が
、
宝
暦
年
間
に
は
九

代
将
軍
家い
え

重し
げ

が
、
多
く
の
苗
木
を
江

戸
の
各
所
に
移
植
さ
せ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
皇
居
や
、
上

野
公
園
・
飛
鳥
山
公
園
・
新
宿
御
苑
・

小
金
井
公
園
に
あ
た
る
場
所
で
す
。

そ
の
数
は
推
計
で
お
よ
そ
２
万
本
に

紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き
も
詠
ん
だ
桜
川

　

三
十
六
歌
仙
の
ひ
と
り
紀
貫
之

は
、
平
安
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
歌

人
で
す
。
平
仮
名
に
よ
る
最
初
期
の

文
学
作
品
『
土
佐
日
記
』
を
著
し
た

ほ
か
、
醍だ
い

醐ご

天
皇
の
命
に
よ
り
史
上

初
の
勅
ち
ょ
く

撰せ
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
うで
あ
る
『
古
今
和

歌
集
』
を
編へ
ん

纂さ
ん

す
る
な
ど
、
日
本
文

学
史
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
存
在

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
貫
之
が
、
桜
川
に
つ
い
て
詠

ん
だ
歌
が
『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
40

余
年
後
に
編
ま
れ
た『
後
撰
和
歌
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
常
よ
り

も 

春
辺
に
な
れ
ば
桜
川 

波
の
花
こ

そ 

間
な
く
よ
す
ら
め
」。
現
代
語
に

訳
す
る
と
、「
春
に
な
る
と
桜
の
花

び
ら
が
川
面
を
お
お
っ
て
流
れ
て
い

く
。
少
し
の
間
も
空
く
こ
と
な
く
、

壮
観
な
眺
め
だ
」
と
い
っ
た
意
味
に

な
り
ま
す
。
な
ん
と
も
幻
想
的
で
、

桜
の
儚
は
か
な
い
美
し
さ
に
彩
ら
れ
た
桃
源

郷
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
さ
れ

る
名
歌
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
、
京
の
都
で

官
職
に
就
い
て
い
た
貫
之
が
、
遠
く

常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
（
現
在
の
茨
城
県
）
に
流
れ

る
桜
川
に
材
を
取
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
歌
を
詠
む
に
い
た
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
歌
に
は
「
さ
く
ら
河
と
い

ふ
所
あ
り
と
き
き
て
」
と
い
う
詞
書

が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

平安の古
いにしえ

から現在へと流れる文化遺産
The Story of Sakuragawa

かつて平安の歌人から江戸の将軍までを魅了し、
東国一の桜の名所とうたわれた桜川。その伝説とは。

幻
まぼろし

の桜
おう

源
げん

郷
きょう

Story No.1
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磯部寺で母と子が再会す
る場面で、物語はクライ
マックスを迎えます。

大正10年に『櫻花圖譜』を刊行した日本
植物学の祖・三好學博士。「景観」という
言葉を生み、自然保護に尽力しました。

三
み

好
よし

學
まなぶ

が命名し『櫻
おう

花
か

圖
ず

譜
ふ

』に記した磯部の山桜11種

始
ま
り
は
花
見
噺
ば
な
し「
櫻さ
く
ら
こ児
物
語
」

　

室
町
時
代
の
１
４
３
８
（
永
享
10
）

年
に
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
の
神
主
磯い
そ

部べ

祐す
け

行ゆ
き

が
、
当
時
の
関
東
管
領
（
実

際
は
鎌
倉
公
方
）
で
あ
っ
た
足あ
し

利か
が

持も
ち

氏う
じ

に
、
花
見
噺
「
櫻
児
物
語
」
一
巻

を
献
上
し
ま
し
た
。
そ
の
物
語
を
目

に
し
た
第
六
代
将
軍
足あ
し

利か
が

義よ
し

教の
り

が
、

世ぜ

阿あ

弥み

元も
と

清き
よ

に
作
ら
せ
た
の
が
謡
曲

「
桜
川
」
で
す
。「
櫻
児
物
語
」
は
、

本
来
お
家
騒
動
に
絡
む
物
語
で
す

が
、
謡
曲
「
桜
川
」
で
は
母
子

の
情
愛
物
語
と
し
て
描
か
れ
て

い
ま
す
。

生
き
別
れ
た
母
子
の
物
語

　

九
州
の
日ひ
ゅ
う
が
の
く
に

向
国
（
宮
崎
県
）
桜
の

馬
場
の
西
に
、
母
ひ
と
り
子
ひ
と
り

の
貧
し
い
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

家
の
子
・
桜
子
は
、
東
国
の
人
商
人

に
わ
が
身
を
売
り
、
お
金
と
手
紙
を

母
に
渡
し
て
く
れ
と
た
の
み
国
を
立

ち
ま
す
。
そ
の
手
紙
を
読
ん
だ
母
は
、

嘆
き
悲
し
み
、
子
の
行
方
を
捜
す
旅

に
出
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
、遠
く
常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国（
茨

城
県
）
で
桜
子
は
磯
部
寺
に
弟
子
入

り
し
て
い
ま
し
た
。
春
も
盛
り
の
桜

の
季
節
、
桜
子
は
住
職
と
共
に
花
見

に
出
か
け
ま
す
。
丁
度
そ
の
頃
、
桜

川
の
ほ
と
り
に
は
、長
い
旅
路
の
末
、

狂き
ょ
う
じ
ょ
女
と
な
っ
た
桜
子
の
母
親
が
た
ど

り
着
い
て
い
ま
し
た
。

　

桜
川
に
散
る
花
び
ら
を
す
く
っ

て
、
狂
っ
た
有
様
を
見
せ
る
女
が
い

る
こ
と
を
聞
い
た
住
職
が
女
を
呼
び

出
し
て
訳
を
聞
く
と
、
九
州
か
ら
、

は
る
ば
る
我
が
子
を
探
し
に
来
た
こ

と
を
語
り
ま
し
た
。
桜
を
信
仰
す
る

い
わ
れ
、
我
が
子
の
名
が
桜
子
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
語
り
、
想
い
を
募

ら
せ
て
狂
乱
の
極
み
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

住
職
は
、
連
れ
て
い
る
桜
子
を
引

き
合
わ
せ
ま
す
。
二
人
は
嬉
し
涙
に

く
れ
、
母
は
正
気
に
戻
り
、
連
れ
立
っ

て
国
に
帰
り
ま
す
。
後
に
母
も
出
家

し
て
、
仏
の
恵
み
を
得
た
こ
と
か
ら
、

親
子
の
道
は
本
当
に
有
難
い
と
い
う

教
訓
が
語
ら
れ
ま
す
。

謡
曲「
桜
川
」の
見
所
と
舞
台

　

子
別
れ
の
狂
女
物
の
ひ
と
つ
で
、
母

を
い
た
わ
る
健
気
な
子
と
、
子
を
思

う
母
親
の
人
情
が
き
め
細
か
く
織
り

な
さ
れ
、
観
る
人
の
胸
に
迫
り
ま
す
。

桜
が
親
子
の
心
情
と
重
な
っ
て
描
か
れ

る
様
は
、
能
に
し
か
で
き
な
い
表
現

で
す
。
ク
セ
か
ら
網
の
段
と
呼
ば
れ

る
特
別
な
舞
は
必
見
で
、
日
本
人
が

大
切
に
し
て
き
た
、
花
に
ま
つ
わ
る

深
々
と
し
た
情
感
を
楽
し
め
ま
す
。

　

茨
城
県
を
舞
台
に
世
阿
弥
が
残
し

た
唯
一
の
能
楽
作
品
謡
曲
「
桜
川
」

の
舞
台
、
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社

は
代
々
藩
主
の
崇
拝
を
受
け
て

き
ま
し
た
。 

神
社
の
周
辺
は

古
来
よ
り
桜
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
、
国
の
「
名
勝
」
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
神

社
の
境
内
に
は
、
磯
部
寺
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
神
宮
寺
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

真
壁
氏
の
誕
生

　

平
安
時
代
末
期
か
ら
戦
国
時
代

ま
で
の
約
４
３
０
年
に
わ
た
り
、
真

壁
地
方
（
旧
真
壁
町
・
旧
大
和
村
・

旧
明
野
町
の
一
部
）
を
治
め
て
い
た

の
が
真
壁
氏
で
す
。
真
壁
氏
は
、
桓か
ん

武む

天
皇
の
流
れ
を
く
む
常
陸
平
氏
一

族
で
あ
り
、
多た

気け

直な
お

幹も
と

の
四
男
で
あ

る
長た
け

幹も
と

を
祖
と
し
て
い
ま
す
。
長
幹

は
地
方
行
政
官
で
あ
る
郡
司
職
と
し

て
入
郡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
徐
々

に
勢
力
を
広
げ
郡
名
と
同
じ
真
壁
氏

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
壁
氏
は
、
現
在
の
真
壁
町
古
城

地
区
に
真
壁
城
を
築
き
ま
し
た
。
真

壁
城
は
足
尾
山
西
麓
の
台
地
を
利

用
し
て
建
て
ら
れ
た
平
城
で
、
広
さ

12.

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本
丸
を
中
心

に
二
の
丸
・
中
城
・
外
曲
輪
と
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
に
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
軍

事
的
要
塞
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
庁

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
こ
の
城
郭
跡
は
、
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
乱
の
世
を
乗
り
越
え
て

　

当
初
真
壁
氏
は
、
鎌
倉
幕
府

へ
の
積
極
的
な
関
与
は
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
幕
府
の
影
響
を
無

視
で
き
な
く
な
る
と
御
家
人
と
な
っ

て
所
領
の
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
ま
し

た
。
南
北
朝
時
代
に
は
南
朝
方
と

時
代
を
駆
け
抜
け
た
真
壁
氏

　

主
君
の
佐
竹
氏
が
、
関
ヶ
原
の
戦

い
を
傍ぼ
う

観か
ん

し
て
い
た
こ
と
か
ら
国
替

え
を
命
ぜ
ら
れ
、
真
壁
氏
は
佐
竹

氏
と
と
も
に
常
陸
国
を
去
り
、
秋
田

県
角
館
の
地
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。

や
が
て
真
壁
城
も
廃
城
と
な
り
、
城

下
町
と
し
て
の
展
開
は
終
わ
り
を
告

げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
域
は
大
市
や
祭

礼
に
多
く
の
民
衆
が
集
ま
り
、
ま
た

東
北
方
面
へ
の
物
流
の
拠
点
と
し
て

も
発
展
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
往
時
の
町
並
み
が
残
る

現
在
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
背
景
に

は
、
中
世
に
真
壁
氏
が
残
し
た
も
の

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
北

朝
方
の
高こ
う
の
も
ろ
ふ
ゆ

師
冬
に
攻
め
ら
れ
北
朝
方

に
転
じ
た
こ
と
で
、
一
族
内
や
近
隣

の
南
朝
方
と
骨
肉
の
争
い
を
繰
り
広

げ
、
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
と
鎌
倉

公
方
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、
所
領

没
収
の
処
分
も
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
真
壁
氏
は
家
督
争
い

や
様
々
な
争
乱
の
絶
え
な
い
時
代
を

送
り
ま
す
。
佐さ

竹た
け

氏
と
北
ほ
う
じ
ょ
う条

氏
の
間

を
う
ま
く
渡
り
歩
き
、
や
が
て
佐
竹

氏
の
家
臣
と
な
り
ま
す
。
特
に
真ま

壁か
べ

久ひ
さ

幹も
と

は
、
佐さ

竹た
け

義よ
し

重し
げ

に
早
く
か
ら
仕

え
、
対
北
条
氏
の
最
前
線
に
立
ち
ま

し
た
。
長
さ
２
メ
ー
ト
ル
も
の
木
杖

「
樫か
し
の
き
ぼ
う

木
棒
」
を
振
り
回
し
て
戦
場
を

駆
け
抜
け
、
そ
の
秀
で
た
武
勇
か
ら

「
鬼お
に

真ま

壁か
べ

」
と
渾あ
だ

名な

さ
れ
、
恐
れ
ら

れ
た
と
い
い
ま
す
。
佐
竹
氏
の
主
要

な
合
戦
の
ほ
と
ん
ど
に
参
加
し
、
真

壁
・
筑
波
両
郡
に
領
地
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。

資
料
提
供
／
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社

桜川匂（サクラガワ
　ニオイ　）樺匂（カバ

ニオイ）梅鉢桜（ウメバチ
ザクラ）白雲桜（シラクモ

ザクラ ）薄毛桜（ウスゲ
ザクラ）

初見桜（ハツミ
ザクラ） 初重桜（ハツガサネ

　ザクラ　）源氏桜（ゲンジ
ザクラ）大和桜（ヤマト

ザクラ）青毛桜（アオゲ
ザクラ）青桜（ 　アオ

ザクラ）

真壁氏が遺した足跡

白
しろしゃじたちばなもんじんばおり

紗地橘紋陣羽織 真
ま

壁
かべ

貞
さだ

幹
もと

像猪
いのししえはたさしもの

絵旗指物

関ヶ原の戦いの後、国替え

を命ぜられた真壁家は、江

戸時代には秋田藩の家老を

務め、現代に数多くの資料を

伝えました。中世真壁文書は

お茶の水図書館に保管され、

その他の資料は平成６年に

第34代当主から旧真壁町に

寄贈されました。

17代城主・真壁久幹（まかべ
ひさもと）と伝わる肖像。剣豪・
塚原卜伝（つかはらぼくでん）
に師事し、武田信玄（たけだ
しんげん）に「智仁勇兼備え
たる者」と評されるほどの武
将であったといわれています。

現存する真壁城唯一の遺構
「薬医門」。関ヶ原の合戦の
後、雨引山楽法寺に移築され
ました。関東では数少ない桃
山期の城郭建築物遺構です。

桜川の流域にあって、中世の面影を今に伝える城下町・真壁。
その基礎を築いた真壁氏の、栄枯盛衰の歴史を辿ります。

真
ま

壁
かべ

氏
し

の興
こう

隆
りゅう

Story No.3

室町時代中期、世
ぜ

阿
あ

弥
み

によって書かれた謡曲「桜川」。
桜川を舞台に描かれる、哀しくも美しい母子の物語。

桜
さくら

川
がわ

流
りゅう

離
り

譚
たん

 
Story No.2

狂女となった母が、桜川を流
れる桜の花びらを網ですくう
「網の段」の舞。謡曲「桜川」
最大の見せ場です。
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自
治

安
心

調
和

自
立

育
成

桜川市総合計画

伝統と豊かな自然に恵まれた田園文化都市
〜やすらぎのまち 桜川〜

桜川市では、後期基本計画において市としての一体感の強化、個性の発揮（イ

メージの強化）、組織や人材育成の充実などを通じ、「自治」「安心」「育成」「調

和」「自立」の５つの基本理念に基づき、将来像である「伝統と豊かな自然に

恵まれた田園文化都市　～やすらぎのまち　桜川～」の実現を図ります。そ

のために５つの基本政策を定め、市民と行政の協働によって、日本の原風景で

ある田園空間や歴史・伝統を守り育て、個性と魅力にあふれ、だれもが安心

して住み続けられるやすらぎのまち桜川市を目指していきます。　　[ ]
報徳の教えと全国報徳サミット

小学生たちが青木堰完成までの劇を上演第17回全国報徳サミット桜川市大会の模様

尊徳は、物や人に備わる良い点や持ち味を

「徳」とし、それを活かして社会に役立てて

いくことを「報徳」と名付けています。多くの

人々を救ったこの教えを、まちづくりや人づく

りにつなげていくために毎年開催されている

のが「全国報徳サミット」です。尊徳にゆか

りがある 18市町村が集まって、報徳の教え

について学んでいます。桜川市では、平成23

年に第 17回大会が開催されました。

移
住
を
強
い
ら
れ
、
元
禄
年
間
に

１
３
０
戸
あ
っ
た
家
が
39
戸
ま
で

減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

類
例
の
な
い
工
法
で
堰
を
改
修

  

こ
の
村
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
、
小

田
原
（
神
奈
川
県
）
出
身
の
農
政
家

二に
の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く

（
金き
ん

次じ

郎ろ
う

）
で
す
。
当
時
、

知
行
地
４
千
石
の
復
興
事
業
に
成
功

し
た
二
宮
尊
徳
の
名
は
、
近
隣
諸
国

に
知
れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
評

判
を
知
っ
た
名
主
館た
て

野の

勘か
ん

右
衛え

門も
ん

以

下
37
人
は
、
１
８
３
１
（
天
保
２
）

年
、
尊
徳
の
も
と
に
赴
き
、
青
木
村

の
復
興
を
助
け
て
く
れ
る
よ
う
直
談

判
し
た
の
で
す
。
そ
の
熱
意
に
打
た

れ
た
尊
徳
が
、
青
木
堰
の
再
建
に
着

手
し
た
の
は
１
８
３
３
（
天
保
４
）

年
の
こ
と
で
し
た
。

　

尊
徳
は
自
ら
設
計
図
を
引

き
、
桜
町
陣
屋
か
ら
連
れ

て
き
た
大
勢
の
作
業
員
や

村
人
ら
を
督
励
し
、

当
時
、
工
期
50
日
、

工
費
１
０
０
両
余

掛
か
る
と
さ
れ
た

難
工
事
を
10
数

日
、
約
60
両
で

完
成
さ
せ
、
世

間
を
驚
か
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
目
覚
ま

し
い
成
果
は
、

青
木
村
が
陥
っ
た
窮
状

　

青
木
堰
は
、
戦
国
の
昔
か
ら
桜

川
の
上
流
青
木
地
内
に
か
か
る
堰せ
き

で
す
。
こ
の
堰
の
お
陰
で
水
田
に

は
水
が
貯
え
ら
れ
、
青
木
村
（
現

桜
川
市
青
木
）
は
良
質
の
米
を
産

出
す
る
恵
ま
れ
た
土
地
で
し
た
。

し
か
し
川
が
急
流
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
堰
は
増
水
の
た
び
に
流
さ

れ
、
改
修
に
多
大
な
費
用
が
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。

　

青
木
村
は
江
戸
の
初
期
か
ら
幕

府
領
で
し
た
の
で
、
地
元
の
負
担

は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
７
０
８
（
宝
永
５
）
年
に
旗
本

川か
わ

副ぞ
い

新し
ん

右
衛え

門も
ん

頼よ
り

賢た
か

の
知
行
地
と

な
り
、
幕
府
の
支
援
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
と
、
堰
は
壊
れ
た
ま
ま

放
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
水
不
足
が
慢
性
化

し
、
米
の
収
穫
量
は
激
減
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
農
家
も
離
散
や

尊
徳
流
の
仕
法
（
復
興
計
画
）
の
有

効
性
を
実
証
す
る
も
の
で
し
た
。
作

業
員
達
に
は
用
意
し
た
酒
、
餅
を
自

由
に
飲
み
食
い
さ
せ
、
破
格
の
賃
金

を
支
給
し
て
士
気
を
高
め
、
作
業
の

能
率
を
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設

現
場
の
上
流
に
綱
を
渡
し
て
堰
の
型

枠
と
な
る
小
屋
を
作
り
、
綱
を
切
り

落
と
し
た
あ
と
、
岩
石
を
投
げ
込
ん

で
沈
め
る
と
い
う
、
前
代
未
聞
の
工

法
を
用
い
た
の
で
す
。

復
興
事
業
で
豊
か
な
村
に

　
「
青
木
村
仕
法
」
と
呼
ば
れ
た
青

木
村
の
復
興
事
業
は
、
荒
れ
た
田
畑

の
復
元
、新
田
開
発
、用
水
路
、道
路
、

橋
の
建
設
、
神
社
仏
閣
や
民
家
の
屋

根
の
ふ
き
替
え
か
ら
農
民
の
借
財
返

済
に
ま
で
お
よ
び
ま
し
た
。
農
家
数

は
１
８
３
９
（
天
保
10
）
年
に
は
62

戸
に
増
え
、
村
人
は
助
け
合
っ
て
農

業
に
励
み
、
豊
か
な
村
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

明治時代の青木堰。尊徳が
再建した当時の姿を窺い知
ることができます。

岡本秋暉による二宮尊徳 56
歳の肖像。身長 182cm体重
94kg の巨漢であったといわ
れています。

姿を変えながらも、今も桜川上流に在り続ける青
あお

木
き

堰
ぜき

。
その遺構が物語る、二宮尊徳が成した一大復興事業とは。

青
あお

木
き

村
むら

仕
し

法
ほう

Story No.4

青木堰の設計図
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昭
和
２
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
真
壁
郵
便
局
は
、

真
壁
町
の
中
心
部
に
位
置
し
、
戦
前･

戦
後
を

通
し
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

平
成
11
年
、
真
壁
に
お
け
る
国
の
登
録
有
形
文

化
財
第
一
号
と
な
っ
た
潮
田
家
住
宅
。
潮
田
家

は
江
戸
末
期
に
呉
服
や
荒
物
、
雑
貨
な
ど
の
商

い
を
始
め
、
財
を
な
し
ま
し
た
。
見
世
蔵
な
ど

の
建
物
は
明
治
時
代
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
活
動
の
支
援
や
、
市
民
参
画
に
よ
る
行
政
運
営
を
推
進
し
、
地
域

の
特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
多
様
な
地
域
づ
く
り
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
地
域
を
運
営
し
、
効
率
的
な
行
政
を
推

進
す
る
「
自
治
」
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
情
報
を
積
極
的
に
市
民
に
提
供
し
、
健
全
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運

営
の
た
め
に
、
行
財
政
改
革
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歴
史
と
人
情
が
絡
み
あ
う
一
大
イ
ベン
ト

【
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
】

Column

自
治

市
民
と
行
政
が
奏
で
る
交
響
曲

市
民
と
行
政
に
よ
る

豊
か
な
地
域
の
自
治
づ
く
り

　

真
壁
地
区
に
は
現
在
も
江
戸
時
代

の
町
割
り
が
残
り
、
隆
盛
を
誇
っ
た

明
治
・
大
正
期
の
歴
史
的
建
造
物
を

数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
３
年
に
は
、真
壁
の
町
並
み
を
テ
ー

マ
に
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
の
河か
わ

東と
う

先
生
が
企
画
展
を
開
催
。
こ
れ
を

契
機
に
以
前
か
ら
町
お
こ
し
に
取
り

組
ん
で
い
た
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー

や
市
民
の
間
で
も
、
歴
史
的
町
並
み

を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
資
料

は
少
な
く
、
有
志
が
独
自
に
真
壁
の

歴
史
を
調
べ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時

の
資
料
は
教
育
委
員
会
の

後
押
し
を
受
け
て
ま
と
め

ら
れ
、
歴
史
の
副
読
本
と

し
て
市
内
の
小
中
学
校
に

も
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
世
蔵
や
土
蔵
な
ど
の

歴
史
的
な
建
造
物
が
残
さ

れ
て
い
る
真
壁
地
区
。
こ

の
町
並
み
を
保
存
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
「
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
ま
か
べ
」
が
活
動
を
始
め
た
の

が
平
成
５
年
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
同
様

の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
先
進
地

の
視
察
、「
か
わ
ら
版
」
や
「
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、「
案
内
看
板
」

の
設
置
、「
町
並
み
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
歴
史
的
建

造
物
で
の
「
コ
ン
サ
ー
ト
」「
落
語
会
」

の
開
催
、
旧
郵
便
局
活
用
に
つ
い
て

の
行
政
へ
の
提
言
な
ど
で
す
。「
歴
史

的
建
造
物
を
後
世
に
伝
え
る
と
言
っ

て
も
地
元
で
は
当
た
り
前
の
景
観
す

ぎ
て
、
当
初
は
活
動
に
つ
い
て
は
理

解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
予

算
も
な
く
苦
労
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。

し
か
し
、
地
道
に
続
け
て
き
た
こ
と

で
、
市
や
商
工
会
も
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」
と
会
長
の

吾
妻
周
一
さ
ん
。
登
録
文
化
財
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
、
小
山
工
業
高
等

専
門
学
校
の
河
東
先
生
に
お
願
い
し

て
市
に
進
言
。
当
時
は
登
録
文
化
財

の
数
が
日
本
で
最
も
多
く
、
や
が
て

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

真
壁
地
区
は
歴
史
的
建
造
物
に
加

え
て
、
背
景
に
は
筑
波
山
や
加
波
山

が
望
め
ま
す
。
単
に
保
存
す
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
景
観

を
活
か
し
て
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

を
し
た
い
と
吾
妻
会
長
は
語
り
ま
す
。

Profile

昭和28年桜川市生まれ。吾妻歯科医院院長。
平成５年、真壁地区の歴史的な町並みを保存す
ることを目的とした「ディスカバーまかべ」を
設立し、まちづくりに貢献してきました。

平成25年、新装された旧真壁郵便局でのコンサート

歴
史
的
町
並
み
を
後
世
に
伝
え
たい

会
長
　
吾あ

妻づ

ま 

周し
ゅ
う
い
ち一 

さ
ん

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ま
か
べ

技
わざ

人
びと

1File
　

城
下
町
だ
っ
た
真
壁
地
区
に
は
、
古

い
街
並
み
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
町
を
囲
む
山
並
み
と
マ
ッ
チ
し
た

景
観
は
、
以
前
か
ら
密
か
な
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

町
に
訪
れ
て
く
れ
る
人
が
少
し
ず
つ
増

え
て
き
ま
し
た
。
あ
る
地
元
の
方
は
、

冬
の
寒
い
日
に
カ
メ
ラ
片
手
に
町
を
散

策
さ
れ
て
い
る
人
を
見
か
け
る
た
び
に

「
寒
い
中
来
て
く
れ
た
人
を
も
て
な
し

た
い
。」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
「
寒
い
中
来
て
く
れ
た
人
に
、

何
か
お
も
て
な
し
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
？
ま
た
こ
の
町
に
来
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
良
い
案
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
」
と
町
を
良
く
知
る
知
人
に
相

談
を
持
ち
か
け
、
数
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
「
東
北
の
方

に
行
っ
た
帰
り
道
、
交
差
点
の
片
隅
に

『
お
ひ
な
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
、
各
家
々

に
ひ
な
人
形
展
示
中
』
と
の
看
板
を

見
た
が
、
真
壁
の
家
々
で
も
ひ
な
人
形

を
道
路
か
ら
見
え
る
所
に
飾
っ
て
お
客

様
を
お
迎
え
す
れ
ば
喜
ん
で
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
提
案
が
あ

り
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
は
５
軒
で
も
、
10
軒
で
も
飾
っ
て
い

た
だ
け
る
家
が
あ
れ
ば
、
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
と
謳
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
行
事
で
し

た
。
ま
ず
は
話
し
合
い
を
し
た
数
人

で
、
古
い
民
家
を
一
軒
一
軒
訪
ね
、
ひ

な
人
形
を
飾
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
交
渉

し
ま
し
た
。
老
夫
婦
し
か
住
ん
で
い
な

い
家
も
多
く
、
ひ
な
人
形
を
飾
る
の
も

一
苦
労
で
し
た
。
皆
で
古
い
蔵
か
ら
人

形
を
引
っ
張
り
出
し
て
飾
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
を
見
か
け
た
近
所
の
人
た
ち

か
ら
、
何
を
し
て
い
る
の
か
尋
ね
ら
れ

事
情
を
話
す
と
、
地
元
を
良
く
し
た
い

と
願
う
者
同
士
、
す
ぐ
に
事
情
を
理

解
し
て
く
れ
、
自
発
的
に
飾
っ
て
く
れ

た
り
他
の
方
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
り

し
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
人
の
輪
が

広
が
る
こ
と
で
徐
々
に
協
力
者
が
集
ま

り
、
平
成
15
年
、
最
初
の
「
真
壁
の
ひ

な
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
軒

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
「
真
壁
の
町
中
に
町
外
の
人

が
１
０
０
人
も
来
た
ら
驚
く
よ
ね
。」

と
い
っ
た
具
合
で
お
客
さ
ん
が
来
て
く

れ
る
か
半
信
半
疑
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
口
コ
ミ
で
知
名
度
も
上
が

り
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。徐
々
に
来
客
数
も
増
え
、

「
真
壁
に
こ
ん
な
に
人
が
歩
い
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
地
元
の
人

も
び
っ
く
り
し
た
ほ
ど
で
し
た
。
人
形

を
飾
っ
て
く
れ
る
家
も
日
増
し
に
増
え

て
、
ま
つ
り
が
終
わ
る
頃
に
は
40
軒
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
展
示
軒
数
が
１
６
０
軒
を

超
え
、
会
期
中
10
万
余
人
以
上
が
訪

れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
も
と
も
と
市
民
の
自
主
的
な
活
動

か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ひ
な

飾
り
を
し
て
く
れ
る
家
々
が
い
つ
ま
で

も
自
由
に
光
り
輝
く
事
が
一
番
大
切
。」

と
、
立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
有
志
は

語
り
ま
す
。
市
民
の
協
力
と
お
も
て
な

し
の
心
で
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
は

開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

歴史的な建造物に飾られたひな人形

各家が工夫をこらした展示を行っています。

「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
の
期
間
中
、
多
く
の
人

出
で
賑
わ
う
真
壁
地
区
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か

な
ひ
な
人
形
の
数
々
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
的
な

建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
町
並
み
そ
の
も
の
が
大
き

な
見
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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は
偕
楽
園
（
常
磐
公
園
）
と
桜
川
だ

け
で
す
。

　
「
こ
の
活
動
を
す
る
ま
で
は
、
こ

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が

地
元
に
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
理
解
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
年
桜
を
見

守
っ
て
き
た
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
の

宮
司
さ
ん
に
も
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を

宮
司
さ
ん
に
も
と
て
も
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。」
と
代
表
の
渡
辺

雄
司
さ
ん
。
以
前
は
、
花
見
客
で
も

賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
花
見

客
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
や
、
桜
は
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

す
る
に
つ
れ
て
、
桜
川
の
桜
人
気
は

徐
々
に
す
た
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
山

桜
が
群
生
し
て
い
る
高
峯
は
、
管
理

も
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
道
も
荒
れ

て
い
ま
し
た
が
、
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
地
元
の
方
た
ち
で
道

路
や
展
望
台
を
整
備
し
ま
し
た
。
今

で
は
、
山
桜
の
価
値
の
分
か
る
人

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
、
池
田
さ
ん
た
ち

と
藍
染
め
の
保
存
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　

真
壁
藍
保
存
会

で
行
っ
て
い
る
染
色
は

「
天て
ん

然ね
ん

藍あ
い

灰あ

汁く

発は
っ

酵こ
う

建だ

て
」
と
言
わ
れ
、
ス

ク
モ
（
藍
の
葉
を
乾
燥

さ
せ
た
も
の
）
に
、
木

た
ち
が
全
国
か
ら
来
て
く
れ
ま
す
の

で
、
花
見
と
言
っ
て
も
と
て
も
静
か

で
す
ね
。
説
明
の
必
要
な
桜
に
つ
い

て
は
、
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
解
説
も

行
っ
て
い
ま
す
。
見
ご
ろ
の
時
期
は
、

神
社
周
辺
が
４
月
10
日
ご
ろ
、
高

峯
が
４
月
20
日
ご
ろ
で
す
。」
と
渡

辺
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
平
成
23
年
に
は
雑
誌
「
家
庭

画
報
」
が
「
桜
川
の
桜
へ
」
と
い
う
、

27
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
特
集
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　

開
花
時
期
の
短
い
桜
は
、
商
売
に

は
結
び
付
き
に
く
い
面
も
あ
り
、
活

動
は
桜
の
保
護
と
育
成
が
メ
イ
ン
で

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
活
動
が

続
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
サ
ク
ラ
サ

ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
サ
ク
ラ
サ
ク

を
合
格
祈
願
に
か
け
て
「
す
べ
ら
な

い
砂
」
や
「
絵
馬
は
が
き
」
な
ど
の

灰
の
上
澄
、
石
灰
、
酒
な
ど
を
加
え

て
発
酵
さ
せ
染
料
を
作
り
ま
す
。
次

に
布
地
に
糊の
り

で
絵
柄
を
描
き
、
染
料

の
中
に
浸
し
ま
す
。
染
料
は
土
色
で

す
が
、
布
地
が
空
気
に
触
れ
て
水
洗

い
を
す
る
と
、
鮮
や
か
な
藍
色
に
な

り
ま
す
。
色
落
ち
が
少
な
い
の
も
天

然
藍
の
特
徴
。

環
境
に
も
や
さ

ス
セ
ラ
ピ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
閉
症
の
子
ど
も
が
自
ら
言
葉
を
発

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
午う
ま

年
の
今
年
は
、「
真
壁
の
ひ

な
ま
つ
り
」
で
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
に

よ
る
嫁
入
り
行
列
な
ど
も
実
演
。
地

域
の
人
が
馬
と

触
れ
合
う
場
を

増
や
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た

神
事
と
は
違
い
、
点
数
を
競
い
あ
う

ス
ポ
ー
ツ
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
の
普
及
に
も
６
年

前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
毎

年
開
催
し
て
い
る
競
技
大
会
は
盛
況

で
、
現
在
で
は
桜
川
市
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
和
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
に
は
、
50
頭

の
馬
と
小
動
物
が
い
ま
す
。
動
物
と

触
れ
合
う
こ
と

は
、
ス
ト
レ
ス
の

軽
減
や
自
信
回

復
な
ど
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
心

と
身
体
の
健
康
に

も
お
勧
め
で
す
。

ア
イ
デ
ア
商
品
を
開
発
。
神
社
や
商

工
会
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
海

外
か
ら
も
問
合
せ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

飲
食
店
で
も
、
サ
ク
ラ
に
ち
な
ん
だ

ユ
ニ
ー
ク
な
合
格
祈
願
メ
ニ
ュ
ー
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
販
売

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
益
の
一
部
は
、

活
動
資
金
に
充
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
５
年
前
か
ら
は
、
子
ど

も
た
ち
に
桜
川
の
桜
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
小
学
校
の
総
合
学
習
の
講

師
を
務
め
た
り
、
地
元
の
酒
蔵
と
協

力
し
て
山
桜
の
花
び
ら
か
ら
酵
母
を

抽
出
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
、
桜
川
が
日
本
に
誇

れ
る
山
桜
の
里
だ
と
い
う
こ
と
を
地

域
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
地
元
に
誇
り
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
。」
と
、
渡
辺
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

し
い
反
面
、
天
然
藍
は
生
き
て
い
る

の
で
毎
日
撹か
く

拌は
ん

し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
環
境
に
よ
っ
て
は
、
染

ま
り
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

　

現
在
会
員
は
約
60
人
、
天
然
藍

を
使
っ
た
伝
統
的
な
染
色
が
で
き
る

こ
と
か
ら
県
外
か
ら
通
っ
て
く
る
方

も
い
ま
す
。
工
房
で
は
藍
染
め
の
体

験
も
で
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
人
に

藍
染
め
の
良
さ

を
伝
え
て
い
き
た

い
と
多
田
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
が
地
域
活
性
化
の

た
め
に
、
平
成
16
年
に
立
ち
上
げ

た
の
が
サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
平
成
12
年

に
始
め
た
花
見
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
話
題
に

な
る
に
つ
れ
て
、
地
域
に
も
っ
と
素

晴
ら
し
い
桜
は
な
い
か
と
調
べ
て
い

く
う
ち
に
、地
元
で
は
「
磯
部
の
桜
」

と
呼
ば
れ
る
山
桜
が
歴
史
的
に
も
非

常
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ

　

藤
田
哲
会
長
が
子
ど
も
の
頃
、
実

家
は
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
利
用
者
の
荷
物
を

馬
車
で
運
送
し
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
、
兄
弟
で
競
走
馬
の
育
成
を
は
じ

め
ま
す
が
、
競
走
馬
は
故
障
す
る
と

大
半
が
処
分
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
が

一
番
辛
か
っ
た
と
藤
田
会
長
は
言
い

ま
す
。
息
子
さ
ん
が
馬
術
部
に
所
属

し
て
い
た
頃
に
乗
馬
ク
ラ
ブ
へ
と
事

業
を
転
換
。
気
性
の
荒
い
サ
ラ
ブ
レ
ッ

ト
で
は
な
く
、
道
産
子
と
呼
ば
れ
る

と
を
知
り
、
当
時
の
商
工
会
青
年
部

の
有
志
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
磯
部

桜
川
公
園
や
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
の

境
内
に
あ
る
８
０
０
本
の
山
桜
を
調

べ
て
保
護
に
取
り
組
む
こ
と
で
し

た
。
歴
史
的
な
面
で
分
か
っ
た
の

は
、
昔
か
ら
「
西
の
吉
野
、
東
の
桜

川
」
と
言
わ
れ
、
紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

の
歌
や
世ぜ

阿あ

弥み

の
謡
曲
「
桜
川
」
の
舞
台
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
は
将
軍
の
命
に
よ
っ
て
、

隅
田
川
堤
や
玉
川
上
水
堤
な
ど
へ
桜

川
の
桜
が
数
多
く
移
植
さ
れ
て
い
る

事
実
も
あ
り
ま
す
。
特
に
水
戸
藩
で

は
、
徳と
く

川が
わ

光み
つ

圀く
に

公
が
偕
楽
園
の
近
く

を
流
れ
る
見み

川か
わ

川が
わ

の
ほ
と
り
に
桜
川

の
桜
を
移
植
し
、
そ
の
川
を
「
桜

川
」
と
改
名
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し

た
。
明
治
時
代
に
な
る
と「
桜
博
士
」

と
し
て
名
高
い
植
物
学
者
の
三み

好よ
し

學ま
な
ぶ

博
士
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
）
が
調

査
に
訪
れ
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
11

種
類
を
命
名
し
て
い
ま
す
。
こ
の
桜

は
、
昭
和
49
年
に
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
が
価
値

が
高
い
と
認
め
る
景
勝
地
を
指
定
す

る
「
名
勝
」
も
、
茨
城
県
に
お
い
て

　

そ
の
昔
、
日
本
は
藍
の
国
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
天
然
藍
に
は
防
虫

効
果
が
あ
り
、
当
時
は
多
く
の
人
が

藍
の
染
め
物
を
身
に
ま
と
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
市
販
さ
れ
て
い

る
藍
染
め
製
品
の
大
半
が
、
石
油
系

樹
脂
に
よ
る
人
工
藍
の
染
め
物
で
す
。

　

20
歳
の
頃
に
多
田
郷
さ
ん
は
「
ふ

る
さ
と
塾
」
に
参
加
し
、
初
代
会

長
の
池い
け

田だ

邦く
に

枝え

さ
ん
と
出
会
い
ま
し

た
。
そ
し
て
天
然
藍
に
よ
る
染
色
の

性
格
の
お
と
な
し
い
北
海
道
和わ

種し
ゅ

馬ば

を
育
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
産
子
は
、
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
の

に
は
最
適
な
馬
で
す
。

そ
こ
で
、
約
30
年
前

か
ら
幼
稚
園
や
障
が

い
者
施
設
に
声
を
か

け
、
無
料
で
乗
馬
体

験
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
本
格
的
な
ホ
ー

サクラサク里プロジェクト
と地元有志による高峯の
整備。高峯は山桜の群生
地として注目されています。

工房開設 10 周年を記念
して、真壁伝承館におい
てファッションショーを開
催しました。

Profile

昭和39年桜川市生まれ。平成５年頃から町おこ
し活動に関わっています。平成16年に商工会青
年部の一員として「サクラサク里プロジェクト」
を立ち上げました。

歴
史
に
名
を
残
す
山
桜
の
里
で
町
お
こ
し

代
表
　
渡わ

た

辺な

べ 

雄ゆ

う

司じ 

さ
ん

サ
ク
ラ
サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

馬
と
の
ふ
れ
あいが
、心
を
豊
か
に
す
る

会
長
　
藤ふ

じ

田た 

哲さ
と
し 

さ
ん

株
式
会
社
大
和
ホ
ー
ス
パ
ー
ク

天
然
藍あ

い

で
本
物
の
ジャパン
ブル
ー
を

会
長
　
多た

田だ 

郷ご

う 

さ
ん

真
壁
藍
保
存
会

磯部宮司によるガイド風景

樹木医を招いての公園調査（平成18年）

Profile

昭和47年桜川市生まれ。20歳の頃「ふるさと塾」
に参加し、真壁藍保存会初代会長の池田邦枝さ
んと出会いました。以後、天然藍染めの魅力に
とりつかれ、藍染めの保存に取り組んできました。

染料に浸し染め重ねます。

Profile

昭和18年桜川市生まれ。馬車運送業を営む家
に生まれ、自身も馬に関わる仕事を選びました。
競走馬の育成から始め、道産子の育成に移行。
昭和51年、大和ホースパークを設立しました。

大和流鏑馬競技大会 

技
わざ

人
びと

2File

技
わざ

人
びと

3File

技
わざ

人
びと

4File

「真壁のひなまつり」での
「チャグチャグ馬コ」嫁
入り行列。たくさんの見
物客が沿道に並びました。Sakuragawa City Guide 201411  Sakuragawa City Guide 2014 10
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鍬
田
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る
、
通
学
路
の

交
差
点
で
の
立
哨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
雨
の
日
も

雪
の
日
も
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元

の
方
の
地
道
な
活
動
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
毎
日
の
安
全
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
瀬
庁
舎
駐
車
場
そ
ば
に
設
置
さ
れ
た
可
搬
型

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
。
地
上
１
ｍ
の
放
射
線

量
を
検
知
し
ま
す
。
毎
週
決
ま
っ
た
時
間
に
測

定
し
、
広
報
紙
な
ど
に
よ
り
市
民
の
方
へ
測
定

値
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
す
べ
て
の
市
民
が
元
気
で
健
康
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
健
康
増
進
の
施
策
を
推
進

し
、
医
療
体
制
の
充
実
並
び
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
福
祉

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
市
民
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
「
安
心
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

安
心

支
え
合
う
安
ら
ぎ
の
交
響
曲

安
心
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

健
康
福
祉
社
会
づ
く
り

　

現
代
の
「
食
」
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
に
つ
い
て
考

え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
伝
統

的
な
食
文
化
や
食
料
の
生
産
な
ど
を

学
ぶ
食
育
も
必
要
な
時
代
で
す
。
こ

の
よ
う
な
点
か
ら
も
学
校
給
食
は
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
成
長
期
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

桜
川
市
内
に
は
、
小
学
校
11
校
、

中
学
校
５
校
、
幼
稚
園
３
園
の
教
育

施
設
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ

り
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
合
併

以
前
も
真
壁
・
大
和
地
区
で
は
昭
和

42
年
に
筑
ろ
く
地
方
学
校
給
食
組
合

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
小
・

中
学
校
、
幼
稚
園
（
昭
和
52
年
よ
り
）

に
給
食
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
（
平

成
４
年
に
改
築
）。
ま
た
、
岩
瀬
地
区

で
も
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
昭
和

45
年
１
月
に
共
同
調
理
場
と
し
て
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
も
、
老
朽
化
に
伴
い
時
代

に
適
し
た
設
備
の
改
善
が
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

新
た
に
完
成
し
た
「
桜
川
市
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
」
は
、
最
新
の
厨
房

機
器
を
導
入
し
、
最
大
３
，５
０
０ 

食
の
調
理
能
力
を
有
す
る
完
全
ド
ラ

イ
方
式
を
採
用
し
た
学
校
給
食
調
理

場
で
す
。
平
成
25
年
９
月
か
ら
は
岩

瀬
地
区
に
加
え
て
大
和
地
区
と
真

壁
地
区
の
一
部
、
小
学
校
９
校
、
中

学
校
４
校
、
幼
稚
園
２
園
の
約
３
，

１
０
０
人
分
の
学
校
給
食
を
調
理
・

配
送
し
て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
（
危
害
分
析
重
要
管
理
点
）
方
式

の
概
念
を
取
り
入
れ
、
作
業
区
域
の

明
確
化
を
図
る
こ
と
で
、
作
業
工
程

の
安
全
確
保
と
食
材
の
受
け
入
れ
か

ら
配
膳
ま
で
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理

を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
「
桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
安
心
安
全
で
お
い
し

い
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

煮炊き調理や炒め物調理を行う蒸気式回転釜

桜川市学校給食センター外観

栄養士による学校給食指導の様子

徹
底
し
た
衛
生
管
理
で
、お
い
し
い
給
食
を

【
桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

Column

真壁福祉センター内子育て支援センター

　

核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、地
域
の
つ
な
が
り
や
地
縁
・

血
縁
に
よ
る
相
互
の
助
け
合
い
、
子

育
て
の
知
恵
・
知
識
の
伝
承
な
ど
が

行
わ
れ
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
桜
川
市
で
は
、
地
域
の

中
で
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
子

育
て
に
大
き
な
喜
び
を
実
感
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。地
域
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
を
尊
重
し
、
幸
せ
で

健
や
か
な
成
長
」「
子
ど
も
と
保
護

者
の
た
め
の
総
合
的
な
教
育
・
子
育

て
」「
地
域
社
会
ぐ
る
み
で
見
守
り

応
援
す
る
子
育
て
」
を
基
本
と
し
、

市
民
の
多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
、

市
民
・
学
校
・
企
業
・
行
政
が
連
携

し
協
働
し
て
い
き
ま
す
。

桜
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

桜
川
市
で
は
、
０
才
～
６
才
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
の
交
流
の
場

と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

市
内
に
３
か
所
設
け
て
い
ま
す
。
各

支
援
セ
ン
タ
ー
（
桜
川
市
岩
瀬
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
真
壁
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
育

児
不
安
の
解
消
や
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
お
探
し

の
方
や
、
情
報
交
換
を
し
た
い
方
、

子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
の
あ
る
方
な

ど
、
解
決
の
糸
口
と
な
る
機
会
が
で

き
る
よ
う
、
信
頼
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

子
育
て（
学
童
保
育
）ク
ラ
ブ

　

保
護
者
や
家
族
が
仕
事
な
ど
で
家

庭
に
い
な
い
児
童
に
、
放
課
後
を
安

全
に
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供
し
、

健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
施
設
で
す
。
小
学
１
年
生
～
３
年

生
（
放
課
後
、
保
護
者
お
よ
び
家
族

が
家
庭
に
い
な
い
世
帯
に
限
る
）
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

岩
瀬
子
育
て
ク
ラ
ブ
、
真
壁
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
な
ど
、
各
小
学
校
区
11

か
所
の
子
育
て
ク
ラ
ブ
と
真
壁
保
育
園

内
の
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業

No. 1TOPICS

す
べて
の
子
ど
も
た
ち
を
幸
せ
に
育
く
む
た
め
に

桜
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
芋

掘
り
体
験
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

親
子
双
方
に
と
っ
て
貴
重
な
交
流
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

子育て（学童保育）クラブ
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達
を
つ
く
り
た
い
人
な
ど
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
で
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
（toto

）
の
助
成
金
・
会

費
な
ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、

健
康
体
操
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ヨ
ガ
、
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
無

理
な
く
体
力
の
つ
く
運
動
か
ら
、
テ

ニ
ス
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
競
技
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

と
い
っ
た
特
殊
な
用
具
を
使
用
す
る

も
の
ま
で
、
多
様
な
教
室
が
開
催
さ

れ
、
幅
広
い
世
代
が
楽
し
く
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
探
訪
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
自
然
と
触
れ
合
う

イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
の
国
民
体
育
大
会
（
国

　

市
民
か
ら
は
、「
今
ま
で
は
少
し

の
異
変
に
気
づ
い
て
も
、
警
察
に
通

報
す
る
の
は
大
げ
さ
か
な
？
な
ど
と

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

な
ら
気
楽
に
連
絡
で
き
る
。」
と
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
寄

せ
ら
れ
た
情
報
提
供
に
は
、「
郵
便

受
け
に
新
聞
が
溜
っ
て
い
る
。」「
家

の
明
か
り
が
つ
い
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。」「
数
日
間
雨
戸
が
閉
ま
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。」
な
ど
、
地

域
住
民
だ
か
ら
こ
そ
発
見
で
き
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

報
告
数
が
多
け
れ
ば
い

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
普
及
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、

よ
り
多
く
の
協
力
者
を

得
て
、
地
域
の
温
か
い

目
で
高
齢
者
の
方
を
見

守
っ
て
い
く
事
が
必
要

で
す
。

体
）
は
、
茨
城
県
に
お
い
て
に
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
は
、
昭

和
49
年
の
国
体
に
続
い
て
桜
川
市

内
に
あ
る
施
設
が
会
場
と
な
る
予

定
で
す
。
当
市
で
は
、
多
く
の
方

が
前
回
の
国
体
開
催
を

契
機
に
県
営
射
撃
場
で

練
習
に
励
み
、
国
体
の

選
手
と
し
て
活
躍
し
て

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で

は
、
31
年
の
国
体
選
手

を
地
元
か
ら
輩
出
し
よ

う
と
、
指
導
者
の
協
力

を
得
て
選
手
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
域
の
人
々
が
日
常
の

交
流
を
通
じ
た
安
否
確
認
を
行
い
、

問
題
の
早
期
発
見
と
迅
速
で
効
果
的

な
支
援
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。
平

成
24
年
10
月
、
桜
川
市
が
52
の
事
業

所
お
よ
び
警
察
・
消
防
署
な
ど
の
関

係
機
関
と
提
携
し
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
初
と
な
る
試
み
で
す
。

　

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
市
民

が
自
由
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

に
親
し
み
、
健
康
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
機
会
を
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
国
の
取
り
組
み
に
よ

り
平
成
22
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
普
段
運
動
を
し
て

い
な
い
人
や
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い

け
れ
ど
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
、
友

平
成
25
年
に
は
、
新
た
に
17
事
業
所

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
い
っ
て

も
、難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
の
挨
拶
を
し
た
り
、
行
事
参
加

へ
の
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
主
な
活

動
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、
高

齢
者
ご
本
人
や
家
の
様
子
を
窺
っ

て
、
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
な
い
か

気
に
か
け
る
こ
と
が
大
き
な
効
果
を

生
む
の
で
す
。

平成31年の国体において
ライフル射撃の会場とな
る予定の桜川市では、ビー
ムライフル競技の普及に
力を入れています。

平成25年12月、発足時
の52の事業所に加え、新
たに17事業所と協定を締
結しました。

の
時
に
桜
川
市
に
移
住
し
て
き
ま
し

た
。
番
組
制
作
の
仕
事
を
経
て
笠
間

市
で
陶
芸
を
学
び
、
陶
芸
家
に
転
身
。

現
在
も
各
地
で
個
展
を
開
く
な
ど
、

陶
芸
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
見
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

出
町
さ
ん
は
映
画
学
校
で
学
ん
だ
映

画
作
り
と
、
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
の
企
画

を
提
案
し
て
実
現
す
る
作
業
は
同
じ

だ
と
言
い
ま
す
。
最
初
は
平
成
14
年

に
、
真
壁
町
の
古
い
た
た
ず
ま
い
に

自
分
の
陶
芸
作
品
を
置
い
て
も
ら
い
、

そ
の
作
品
を
巡
っ
て
町
内
を
散
策
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
あ
く
ま
で
も
き
っ
か
け
で
あ
り
、

地
元
の
人
に
引
き
継
い
で
も
ら
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
成
功
だ
と
考
え
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
も
っ
と
町
や

人
、
地
域
と
何
か
で
き
な
い
か
と
思

い
こ
の
事
業
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
い
、
造
型
や
身
体
表
現
な
ど
多

く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
協
力
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
中
に
は
先
天
的
な
表

現
力
や
独
自
の
感
性
を
持
つ
障
が
い

者
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
す
ぎ
、
出

来
な
い
と
断
っ
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

も
い
た
そ
う
で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
は
「
元
気

な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ
ボ　
桜
川
芸
術

祭
」
と
し
て
、
県
陶
芸
美
術
館
や
つ

く
ば
美
術
館
で
展
覧
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
平
成
23
年
は
、
市

内
福
祉
施
設
の
障
が
い
者
と
の
ア
ー

ト
「
い
つ
も
静
か
に
笑
っ
て
い
る
」「
ね

え
、な
ん
で
星
を
見
上
げ
る
の
？
」「
晴

れ
ど
き
ど
き
、
お
散
歩
ア
ー
ト
～
ぼ

く
ら
が
見
つ
け
た
も
の
～
」、
平
成
24

年
に
は
、
市
内
の
小
学
生
と
作
業
所

に
通
う
障
が
い
者
と
の
ア
ー
ト
「
子

ど
も
×
障
が
い
者
∞
ア
ー
ト
の
冒

険
」、
平
成
25
年
は
、
下
妻
市
内
の

商
店
街
活
性
化
事
業
と
協
働
し
、
市

内
の
小
中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援

学
校
、
桜
川
市
内
の
子
育
て
ク
ラ
ブ
、

つ
く
ば
市
の
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

と
の
ア
ー
ト
「
賢
治
礼
賛　
下
妻
栗

山
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
～
ほ
ん
と
う
の
さ

い
わ
い
は
一
体
何
だ
ろ
う
？
」（
平
成

25
年
）
を
開
催
。
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
輪
が
、
福
祉
か
ら
地
域
、
ま

ち
づ
く
り
に
広
が
り
ま
し
た
。
下
妻

市
で
は
、常
総
線
の
協
力
も
あ
り
「
銀

河
鉄
道
の
夜
」
を
テ
ー
マ
に
、
駅
前

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
商
店
会
イ
ベ
ン

ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　

少
し
ず
つ
活
動
は
認
知
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
福
祉
的
な
意
味
合

い
で
作
品
を
と
ら
え
る
方
が
多
く
、

ア
ー
ト
と
し
て
の
認
識
、
評
価
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地
域
に
定
着
し
、

価
値
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
出
町
さ
ん
は
語
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ

た
国
民
文
化
祭
を
き
っ
か
け
に
、
障

が
い
者
や
子
ど
も
た
ち
に
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
表
現
の

楽
し
さ
や
ア
ー
ト
の
お
も
し
ろ
さ
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
民
主
体
の

「
元
気
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
市
内
の
障
が
い
者
施
設

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
直
接
出
向
い
て
、

年
５
回
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
美
術
館
な
ど
で
展
示
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
障

が
い
者
で
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
の
原
点
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
表
現
の
方
法
や
違
い
を
認
め
合

う
こ
と
、
つ
ま
り
ア
ー
ト
な
の
で
す
。

　

こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
、
障
が
い

者
の
親
御
さ
ん
や
家
族
で
し
た
。
例

え
ば
、
単
純
に
チ
ラ
シ
を
丸
め
て
い

る
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
て
も
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
見
れ
ば
「
そ
れ
が
表
現

力
」
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
ま
す
。

親
御
さ
ん
も
そ
の
行
為
の
価
値
を
認

識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作

品
と
い
う
結
果
を
作
る
以
上
に
、
作

る
過
程
が
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
大

事
に
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

元
気
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
の
け
ん
引
役
と
し
て
、
当

初
か
ら
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
の
が
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
美

術
家
の
出
町
光
識
さ
ん
。
今
い
ま
む
ら
し
ょ
う
へ
い

村
昌
平

監
督
が
設
立
し
た
日
本
映
画
学
校

（
現
日
本
映
画
大
学
）
の
１
期
生
で
、

原
点
は
農
村
か
ら
と
い
う
監
督
の
教

え
か
ら
、
実
習
で
農
村
の
暮
ら
し
に

触
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
24
歳

岩瀬小学校６学年と障が
い者のワークショップ「紙
の服2012岩瀬コレクショ
ン」（平成24年）

Profile

昭和43年東京都生まれ。美術家／アートディレ
クター。日本映画学校の1期生として今村昌平監
督に師事。番組制作の仕事を経て笠間市で陶芸
を学び、陶芸家に転身。真壁町塙世地区在住

ア
ー
ト
を
通
じ
て
表
現
の
楽
し
さ
を
知って
ほ
しい

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
出で

町ま

ち 

光み

つ

識の

り 

さ
ん

元
気
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会

JR常総線での「アートトレイン」ワークショップ（平成25年）

真壁伝承館での「人間機
はた

織」ワークショップ（平成24年）

市長（写真右）から事業者への委任状の授与

様々なイベントやスポーツ教室を開催

技
わざ

人
びと

5File

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

No.2TOPICS

「
いつ
で
も・だ
れ
で
も・楽
し
く
」が
モッ
ト
ー

桜
川
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

No. 3TOPICS

地
域
の
温
かい
目
で
高
齢
者
を
見
守
る

桜川市高齢者見守り
ネットワーク事業所

安
心

･安
全な まちづく

り

安
心

･安
全な まちづく

り

協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
に
配

付
し
て
い
る
ス
テ
ッ
カ
ー
。

事
業
所
や
見
守
り
の
車
両
な

ど
に
貼
ら
れ
、
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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桜
川
市
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
資
料

館
。
真
壁
の
町
並
み
と
そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
真

壁
城
、
そ
し
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
真
壁
陣
屋
を

中
心
と
し
た
歴
史
の
紹
介
（
常
設
展
示
）
の
ほ

か
、
企
画
展
示
も
随
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

真
壁
伝
承
館
に
併
設
さ
れ
て
い
る
図
書
館
。
白

を
基
調
と
し
た
明
る
く
モ
ダ
ン
な
空
間
で
、
一

般
書
籍
・
絵
本
・
児
童
書
の
ほ
か
、
希
少
な
郷

土
資
料
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気

軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
庭
に
面
し
た
壁
面
に
、
不
規
則
に
設
置
さ
れ

た
た
く
さ
ん
の
窓
や
穴
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
。

そ
れ
ら
に
明
か
り
が
灯
っ
て
輝
く
、
日
暮
れ
時

の
風
情
は
必
見
で
す
。

地
域
が
一
体
と
な
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

育
み
、
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
市
民
の
多
様
な
学
習
・

創
作
活
動
を
支
援
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
も
が
学
べ
る

よ
う
、
生
涯
学
習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
担
う
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
が
、
健
や
か
な
体
と
豊
か
な
心

を
「
育
成
」
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

育
成

未
来
へ
奏
で
る
育
み
の
交
響
曲

豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を
育
む

教
育･

文
化
環
境
づ
く
り

江
戸
期
に
人
気
を
博
し
た
白
井
座
を
復
活

【
人
形
浄
瑠
璃 

真ま

壁か
べ

白し
ら

井い

座ざ

】

Column
　

三
味
線
の
伴
奏
と
独
特
な
節
回
し

で
語
る
浄
瑠
璃
に
、
人
形
芝
居
が
合

体
し
た
も
の
が
人
形
浄
瑠
璃
で
す
。
江

戸
時
代
の
初
期
に
誕
生
し
、
一
時
期

は
歌
舞
伎
の
人
気
を
し
の
ぐ
ほ
ど
で
し

た
。
江
戸
後
期
に
は
、
旧
白
井
村
（
現

在
の
桜
川
市
真
壁
町
白
井
）
で
も
、

若
者
た
ち
が
白
井
座
（
白
居
座
ま
た

は
白
栄
座
と
も
い
う
）
と
い
う
人
形
浄

瑠
璃
を
は
じ
め
、
祭
礼
な
ど
で
上
演
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
１
８
１
０
（
文

化
７
）
年
に
、
笠
間
藩
の
藩
政
改
革

に
よ
っ
て
上
演
が
差
し
止
め
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
村
人
た
ち
が
上

演
の
要
望
書
を
出
す
ほ
ど
人
気
が
高

く
、
１
８
２
０
（
文
政
３
）
年
に
弁

天
祭
で
の
上
演
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
も
近
在
で
興
業
は
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
徐
々
に
衰
退
し
１
９
２
０

（
大
正
９
）
年
の
樺
穂
小
学
校
の
新

築
記
念
上
演
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
庁
か
ら
平
成
13
年
に
文
化
事

業
に
関
す
る
助
成
が
あ
っ
た
際
に
、
有

志
に
よ
る
「
人
形
浄
瑠
璃
真
壁
白
井

座
準
備
会
」
が
発
足
。
翌
平
成
14
年

に
は
座
員
の
募
集
が
行
わ
れ
、
約
30

人
の
方
が
集
ま
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
平
成
15
年
に
「
真
壁
白
井
座
」

が
結
成
さ
れ
、
80
年
ぶ
り
に
人
形
浄

瑠
璃
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
19
世
紀
に
は
県
内
の
ほ
か
の
地
域

で
も
人
形
浄
瑠
璃
は
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
復
活
・
活
動
し
て
い
る
の

は
真
壁
白
井
座
だ
け
で
す
。

　

人
形
浄
瑠
璃
は
、
人
形
（
１
体
に

つ
き
３
人
）、
三
味
線
、
義
太
夫
（
語

り
）
と
い
う
組
合
せ
で
上
演
し
ま
す
。

人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
す
る
保
存
会
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
真
壁
白
井

座
の
よ
う
に
す
べ
て
の
担
当
を
養
成
し

て
演
じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
珍
し
い
で
す

よ
と
座
長
の
青あ

お

木き

秀ひ
で

史ふ
み

さ
ん
。
三
味

線
や
義
太
夫
だ
け
は
プ
ロ
に
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
そ
う
で
す
。
青

木
さ
ん
は
知
人
に
文
楽
の
関
係
者
が
い

た
こ
と
か
ら
人
形
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
は

以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
そ
う
で
、
座
員

募
集
を
聞
い
て
義
太
夫
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
真
壁
白
井
座
で
は
担
当
別

に
、
必
要
に
応
じ
て
不
定
期
な
が
ら
プ

ロ
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
も
っ
と

上
達
し
た
い
と
、
個
人
的
に
師
匠
に

入
門
し
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
う
熱
心
な

方
も
多
い
そ
う
で
す
。
座
員
数
は
現
在

15
人
で
、
５
つ
の
演
目
を
上
演
し
て
い

ま
す
。
も
っ
と
演
目
数
は
増
や
し
て
い

き
た
い
そ
う
で
す
が
、
人
形
遣
い
が
10

人
な
の
で
、
最
大
で
３
体
し
か
人
形
が

出
せ
ま
せ
ん
。
演
目
を
増
や
す
う
え
で

も
、
座
員
を
増
や
し
た
い
と
青
木
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

　

公
演
は
年
１
回
の
定
期
公
演
の
ほ

か
、
数
回
は
県
内
各
地
に
出
張
し
ま

す
。
固
定
的
な
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
人
形
、
三
味
線
、
義
太

夫
を
す
べ
て
一
座
で
対
応
で
き
る
真
壁

白
井
座
は
、
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
文

化
資
産
と
し
て
誇
れ
る
も
の
で
す
。

「第５回伝統民俗芸能のつどい」での公演

「真壁白井座　第７回定期公演」の模様

既存の歴史的な町並みに調和するよう配慮された外観

　

多
目
的
複
合
施
設
と
し
て
、
平
成

23
年
９
月
に
開
館
し
た
の
が
「
真
壁

伝
承
館
」
で
す
。
旧
真
壁
中
央
公
民

館
の
老
朽
化
に
伴
い
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
歴
史
的
建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
地

域
の
景
観
に
配
慮
し
た
外
観
は
、
地

域
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
実
際

に
ま
ち
の
伝
統
的
な
建
物
を
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
て
実
測
す
る
と
こ
ろ
か
ら

設
計
を
始
め
ま
し
た
。
伝
承
館
の

外
形
は
、
真
壁
の
複
数
の
建
物
の
外

形
の
組
み
合
わ
せ
で
出
来
て
い
る
ん

で
す
。」
と
、
設
計
者
で
あ
る
渡わ
た

辺な
べ

真ま
こ
と理

さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。
と
は

言
え
、
こ
の
建
物
は
歴
史
的
な
建
物

の
単
な
る
模
造
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

21
世
紀
な
ら
で
は
の
先
進
的
な
材
料

や
構
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
真
壁
伝
承
館
は
か
つ
て
真

壁
陣
屋
の
あ
っ
た
場
所
に
あ
り
、
建

設
に
先
立
つ
調
査
で
は
陣
屋
を
囲
ん

で
い
た
池
や
堀
の
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
多
数
の
遺
物
も
出
土
し
、
当

時
の
様
相
を
知
る
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化

庁
と
協
議
し
遺
跡
の
保
護
に
配
慮
し

た
工
法
な
ど
を
採
用
。
館
内
に
あ
る

歴
史
資
料
館
で
は
、
出
土
物
を
展
示

す
る
と
と
も
に
、
真
壁
伝
承
館
の
敷

地
全
体
で
遺
跡
の
遺
構
表
示
を
行
う

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
鋼
板
パ
ネ
ル
付
鉄
骨
ラ
ー

メ
ン
構
造
２
階
建
て
で
、
敷
地
面
積

約
５
，５
０
０
㎡
、
延
床
面
積
は
約

２
，７
４
３
㎡
。
館
内
に
は
３
０
０

人
収
容
の
ま
か
べ
ホ
ー
ル
、
蔵
書
数

２
万
冊
の
真
壁
図
書
館
、
音
楽
ス
タ

ジ
オ
、
会
議
室
、
創
作
室
な
ど
が
あ

り
、
さ
ら
に
真
壁
中
央
公
園
も
併
設

さ
れ
て
い
て
開
館
以
来
多
く
の
市
民

が
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の

役
割
を
担
う
真
壁
伝
承
館
は
、
優
れ

た
設
計
思
想
か
ら
こ
れ
ま
で
に
建
築

や
デ
ザ
イ
ン
の
賞
を
８
つ
受
賞
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
２
日
本
建
築
学
会

賞
作
品
賞
、
平
成
24
年
日
本
建
築
士

会
連
合
会
賞
優
秀
賞
、
２
０
１
２

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
、
平
成
25
年
度

ま
ち
づ
く
り
功
労
者
国
土
交
通
大
臣

表
彰
、
平
成
25
年
第
54
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞

な
ど
で
す
。
特
に
２
０
１
２
日
本
建

築
学
会
賞
作
品
賞
は
、
昭
和
18
年
に

創
設
さ
れ
た
国
内
で
最
も
権
威
の
あ

る
建
築
・
建
設
分
野
の
賞
で
、「
極

め
て
質
の
高
い
建
築
空
間
の
創
造
に

成
功
し
て
い
る
。」
と
、
地
域
の
建

物
や
景
観
を
調
査
し
市
民
と
と
も
に

設
計
に
組
み
込
む
手
法
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

活
動
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
真

壁
伝
承
館
は
、
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

真
壁
伝
承
館

No.4TOPICS

歴
史
を
伝
え
る
市
民
の
交
流
拠
点
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べ
て
が
時
代
劇
で
す
。
初
舞
台
の
後

も
数
作
を
上
演
し
好
評
で
し
た
が
、

同
時
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
高
齢
者
向

け
の
劇
団
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

危
機
感
も
あ
り
ま
し
た
。
よ
り
広
く

社
会
の
役
に
立
つ
劇
団
に
な
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
た
天

賀
谷
さ
ん
は
、
試
行
錯
誤
の
末
に
、

時
事
性
の
あ
る
事
件
を
時
代
劇
風
に

ア
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
、
現
在
の
作

風
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。

　

最
近
は
防
犯
関
係
団
体
な
ど
の
依

頼
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
悪
質
商
法

や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止

を
目
的
に
し
た
、
時
代
劇
風
の
防
犯

寸
劇
を
上
演
し
て
い
ま
す
。
脚
本
は

す
べ
て
天
賀
谷
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
、
こ
れ
ま
で
に
書
い
た
も
の
は
10

作
品
。
現
在
も
２
本
同
時
に
書
い
て

い
る
そ
う
で
す
。
防
犯
寸
劇
を
書
く

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
「
大
好

き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
」
か
ら
の
依

頼
で
、
５
年
ほ
ど
前
に
水
戸
市
の
常

陽
藝
文
セ
ン
タ
ー
で
上
演
し
た
こ
と

を
受
け
、「
文
化
芸
術
祭
」
や
、
全

国
の
「
大
和
」
と
名
が
つ
く
市
町
村

で
構
成
さ
れ
る
「
大
和
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
に
出
演
。
徐
々
に
全
国
規
模
で

加
波
山
囃
子
保
存
会
の
名
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
昭
和
57
年
に

「
心
を
合
わ
せ
て
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
に
積
極
的
な
努
力
を
し
た
」
と
し

て
茨
城
県
知
事
よ
り
「
ば
ら
賞
」
を

受
賞
。
昭
和
60
年
に
は
茨
城
県
よ
り

旧
大
和
村
を
通
し
て
要
請
を
受
け
、

「
つ
く
ば
万
博
」
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ

オ
ン
の
お
祭
り
広
場
に
出
演
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
は
「
加
波
山
囃
子
保

存
会
子
供
連
」
を
発
足
。
子
ど
も
た

ち
に
も
親
し
み
や
す
い
会
に
し
よ
う

と
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
古
典
の
楽
曲

に
加
え
、外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

「
韋い

駄だ

天て
ん

」「
大
和
―
紅
空
」「
は
な

びH
ana-bi

」
と
い
っ
た
新
作
の
お

囃
子
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き

ま
し
た
。
今
で
は
子
供
連
の
会
員
数

に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
も
、
県
の

防
犯
シ
ナ
リ
オ
の
コ
ン
ペ
で
、
連
続

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
関
係

で
年
に
10
回
は
県
内
各
地
に
防
犯
寸

劇
の
上
演
に
出
か
け
て
い
く
の
で
、

ほ
か
の
依
頼
が
受
け
ら
れ
な
い
の
が

悩
み
だ
と
か
。

　

現
在
の
団
員
数
は
25
人
で
、
年
齢

は
50
歳
代
か
ら
70
歳
代
。
脚
本
と

演
出
を
担
当
す
る
天
賀
谷
さ
ん
以
外

は
、
役
者
と
ス
タ
ッ
フ
を
兼
務
す
る

こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。
岩
瀬
中
央

公
民
館
が
稽
古
場
で
、
大
道
具
は
基

本
的
に
自
分
た
ち
の
手
作
り
。
上
演

中
の
セ
リ
フ
や
音
響
効
果
は
す
べ
て

事
前
に
録
音
し
て
お
き
、
上
演
時
の

役
者
や
裏
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

に
使
う
機
材
や
道
具
も
劇
団
に
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
団
員
が
仕
事
や
趣

味
で
使
っ
て
い
る
も
の
を
借
り
て
い
ま

す
。「
一
番
苦
労
す
る
の
は
人
の
問
題

で
す
ね
。」
と
、
天
賀
谷
さ
ん
は
言

い
ま
す
。「
事
情
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
役
者
に
突
然
退
団
さ

れ
て
し
ま
う
と
、
代
わ
り
は
急
に
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、
団

員
数
を
増
や
し
す
ぎ
て
も
、
仕
事
や

役
の
回
っ
て
こ
な
い
人
だ
け
が
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
適
正
な
人
数
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
。」。

　

一
方
、
劇
団
を
や
っ
て
い
て
嬉
し

い
の
は
、
観
客
の
方
の
拍
手
と
の
こ

と
。「
温
か
い
拍
手
は
、
何
よ
り
の
ご

褒
美
で
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
に
評

価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
劇
団
を
、
自
分
た
ち
の
後
も
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
、
い
つ
か
地
元
の
偉
人
を
モ
デ

ル
に
し
た
時
代
劇
を
上
演
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
天
賀
谷
さ
ん

は
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

は
30
人
余
り
に
ま
で
増
え
、
す
っ
か

り
地
域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。
地
元

地
区
の
お
祭
り
は
も
ち
ろ
ん
、
農
協

祭
、
市
民
文
化
祭
、
子
供
芸
術
祭
な

ど
、
市
内
外
の
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
て
い
ま
す
。「
子
供
連
は

小
学
生
が
中
心
で
す
が
、
中
学
・
高

校
生
に
な
っ
て
も
来
て
く
れ
る
子
た

ち
が
い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
大

人
に
な
っ
て
も
お
囃
子
を
続
け
て
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
形
だ
け
の
伝
統
と
い

う
の
で
は
、
い
つ
か
廃
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
若
い
世
代
が
参
加
し
て
、
生

き
た
文
化
と
し
て
観
客
に
感
動
を
与

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。

そ
れ
が
結
果
的
に
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。」
と
津

下
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

創
設
者
で
あ
る
笠
倉
さ
ん
は
、
そ

　

長
年
勤
め
て
い
た
会
社
を
定
年
退

職
し
、
時
間
に
余
裕
の
で
き
た
平
成

19
年
の
12
月
、
友
人
と
の
会
話
の
中

か
ら
「
劇
団
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
」
は
誕

生
し
ま
し
た
。
合
併
後
の
市
民
の
連

帯
感
と
、
中
高
年
の
生
き
甲
斐
を
作

る
こ
と
が
主
な
目
的
で
し
た
。
下
手

で
も
許
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
い

う
こ
と
で
、「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
」
と
命

名
。
電
気
の
技
術
者
だ
っ
た
天
賀
谷

正
さ
ん
は
、
本
格
的
に
芝
居
を
し
た

〽
テ
ケ　
テ
ン
テ
ン　

テ
ケ
ー
ン

　

テ
ン　
テ
ケ
テ
ン

　

加
波
山
の
麓
ふ
も
と
に
あ
る
桜
川
市
大
曽

根
地
区
（
旧
大
和
村
）
に
昔
な
が
ら

の
お
囃
子
の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。

加
波
山
囃
子
保
存
会
に
よ
る
週
一
回

の
練
習
の
音
で
す
。

　

大
曽
根
地
区
で
は
、
古
来
よ
り
雷

神
社
の
夏
祭
り
に
五
穀
豊
穣
・
無
病

息
災
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
、
大

太
鼓
、
小
太
鼓
、
笛
、
鉦か
ね

の
演
奏
に

よ
る
加
波
山
囃
子
が
伝
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
第
２
次
世
界
大

戦
の
影
響
で
、
そ
の
伝
統
が
し
ば
ら

く
の
間
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
保
存
会
の
創
設
者
で
前
会
長
の

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会

社
で
老
人
ホ
ー
ム
に
慰
問
に
行
っ
た

際
に
は
、
ま
と
め
役
を
務
め
て
い
た

そ
う
で
す
。
高
校
生
の
頃
は
文
章
を

書
く
の
が
好
き
で
、
物
語
を
書
く
こ

と
に
も
興
味
が
あ
っ
た
と
天
賀
谷
さ

ん
。
定
年
後
に
時
代
劇
映
画
を
作

ろ
う
と
し
て
、「
人
に
ん
じ
ょ
う
さ
く
ら
じ
ゅ
く

情
桜
宿
」
と

い
う
脚
本
を
書
い
た
そ
う
で
す
。
そ

の
時
は
、
予
算
の
関
係
で
映
画
作

成
は
断
念
。
し
か
し
、
少
部
数
だ

け
印
刷
し
て
配
っ
て
い
た
シ
ナ
リ
オ

が
、
あ
る
病
院
関
係
者
の
目
に
と

ま
り
、
講
演
会
の
時
に
上
演
し
て

も
ら
え
な
い
か
と
い
う
依
頼
が
舞
い

込
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
わ
て
て
人

集
め
を
し
て
、
40
～
50
分
の
劇
に

再
構
成
。
こ
ん
な
調
子
で
素
人
同

然
の
人
間
が
演
じ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

上
手
く
で
き
な
く
て
も
仕
方
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
ユ
ー
モ
ア
と
人
情
に

あ
ふ
れ
た
物
語
が
好
評
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
劇
団
存
続
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
と
き
に
評
判

が
悪
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
劇
団
は

な
く
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
と
天
賀

谷
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

劇
団
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
の
演
目
は
す

笠か
さ

倉く
ら

義よ
し

貞さ
だ

さ
ん
は
、
こ
の
ま
ま
で
は

地
元
の
大
切
な
文
化
が
消
え
て
し
ま

う
と
い
う
強
い
危
機
感
を
抱
き
、
演

奏
す
る
た
め
の
和
太
鼓
の
調
達
や
、

地
域
の
有
力
者
へ
の
財
政
的
な
支
援

要
請
、
演
奏
経
験
者
へ
の
保
存
会
加

入
の
説
得
に
奔
走
し
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
昭
和
55
年
に
、
加
波
山

囃
子
保
存
会
を
20
人
で
結
成
。
加
波

山
囃
子
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

　

結
成
後
は
、
新
規
加
入
の
促
進
に

努
め
な
が
ら
、
週
一
回
の
練
習
を
続

け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
地
道
な
活
動

が
最
初
に
実
を
結
ん
だ
の
が
、
結
成

１
年
後
に
出
場
し
た
「
関
東
芸
能

お
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
し
た
。
見

事
大
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。

「
ま
だ
世
間
で
の
認
知
度
が
低
く
、

お
囃
子
を
披
露
で
き
る
場
所
を
模
索

し
て
い
た
こ
の
時
期
、
会
員
に
と
っ
て

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。」
と
、

現
会
長
の
津
下
昇
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。
こ
の
受
賞
が
評
判
を

呼
ん
で
、
練
習
の
合
間
に
公
営
の
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
演
奏
を
披
露
す
る
機

会
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
の
村
長
か
ら
依
頼

県内各地で上演している
防犯寸劇。悪質商法や振
り込め詐欺の手口を分か
りやすく伝えています。

Profile

昭和16年桜川市生まれ。定年退職後、平成19
年に時代劇を専門の「劇団どてかぼちゃ」を設
立。県内外で年に10回ほど防犯寸劇を上演す
るほか、様々なイベントで舞台に立っています。

Profile

昭和25年桜川市生まれ。津下電気工事店経営。
平成23年に、創設者の笠倉義貞さんの後を継
いで加波山囃子保存会の３代目会長に就任し、
勢力的に活動しています。

ユ
ーモ
ア
と
人
情
に
あ
ふ
れ
る
市
民
劇
団

座
長
　
天あ

ま

賀が

谷や 

正し
ょ
う 

さ
ん

劇
団
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ

「報徳サミット」で二宮尊徳の物語を上演

様々な職業の市民が参加しています。

子どもたちから寄せ書きを贈られた笠倉さん（中央）

加波山囃子は地域のお祭りに欠かせない存在

技
わざ

人
びと

6File

受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化 会

長
　
津つ

下げ 

昇の
ぼ
る 

さ
ん

加
波
山
囃ば
や
し子
保
存
会

技
わざ

人
びと

7File

れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成

24
年
に
「
地
域
伝
統
文
化
功
労
者
表

彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。そ
れ
を
祝
っ

て
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
書
き
が
贈

ら
れ
た
際
、
笠
倉
さ
ん
は
こ
う
答
え

た
そ
う
で
す
。「
集
落
の
み
ん
な
が

協
力
し
て
く
れ
る
か
ら
続
け
ら
れ

る
。
こ
れ
は
本
当
は
私
で
な
く
、
君

た
ち
が
も
ら
う
べ
き
賞
だ
。」
と
。

　

今
日
も
大
曽
根
地
区
に
和
太
鼓
と

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
が
響

き
ま
す
。
笠
倉
さ
ん
の
結
成
し
た
保

存
会
は
、
お
囃
子
の
音
色
だ
け
で
な

く
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
や
郷
土
を

愛
す
る
心
も
受
け
継
い
で
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

真壁伝承館で開催された
「第５回伝統民俗芸能の
つどい」のステージで腕
前を披露する子どもたちSakuragawa City Guide 201419  Sakuragawa City Guide 2014 18
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木
もく

造
ぞう

虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

【県指定文化財 彫刻】

猿住山真福寺伝来の仏像。
廃寺跡の堂内に安置される本像
は、像高 96.5㎝の等身大座
像で、桧材の一木で造られて
います。
像容全体に平安時代後期特
有の温雅な作風がみられ、
二重円光ともども県内に
おける平安時代屈指の佳
作です。

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

平成元年1月25日
桜川市真壁町田 913
山口地区
平安時代後期

真
ま

壁
かべ

氏
し

累
るい

代
だい

墓
ぼ

地
ち

及
およ

び墓
ぼ

碑
ひ

群
ぐん

【県指定文化財 史跡】

真壁氏の氏寺と伝える遍照院正得寺の境内には、40 基
の五輪塔群があります。銘文などは読みとれませんが、
真壁氏の墓碑群と推定されています。

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

昭和46年12月2日
桜川市真壁町山尾525－1
桜川市
中世

紙
しほんちゃくしょく

本著色伝
でん

真
ま

壁
かべ

道
どう

無
む

像
ぞう

【県指定文化財 絵画】

領主真壁家に伝来した資料のうち、戦国時代
の当主真壁久幹（道無）を描いたものと推定さ
れています。物語性を強く表した像容や地方
色豊かな技法は、近在の小田氏の肖像画と共
通のものです。

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

平成11年11月25日
桜川市真壁町真壁198
桜川市
戦国時代末期

国
指
定
文
化
財

県
指
定
文
化
財

本尊は八臂の観音菩薩立像で、針葉樹材を用いた一木造りの像です。
その簡古な構造に加えて翻波をまじえた衣褶のしのぎたった彫法は、いわ
ゆる平安初期一木彫像の風にならうものですが、肉取りや衣文の彫り口は、
時代特有の力強さとは異なっています。また、天衣や裳の縁にうねうねと
した翻りや立ち上がりなど、一種の地方作風ともいうべき特徴があります。
寺伝では本像を延命観音と伝えますが、不空羂索観音とみる説もあります。

木
もく

造
ぞう

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅうぞう

像  （附
（つけたりぜんりゅうそん）

前立尊）
【国指定文化財 彫刻】

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

明治44年8月9日
桜川市本木１
楽法寺
本　尊　平安時代（９世紀後半～末ごろ）
前立尊　鎌倉時代後半

椎尾山薬王院は標高 200ｍの椎尾山中に
あり、782（延暦元）年、最仙上人による開
山と伝える古刹。
三重塔は桜井瀬左衛門による端麗な姿で、
塔高２５ｍ、椎尾山のシンボルとなってい
ます。塔の全面に施された彫刻は初重連子
窓部に島村圓鉄作と伝える十六羅漢の彫
刻をはじめ、尾垂木の丸彫龍など、江戸時
代特有の装飾建築様式を示しています。

薬
やく

王
おう

院
いん

三
さんじゅうのとう

重塔
【県指定文化財 建造物】

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

昭和30年6月25日
桜川市真壁町椎尾3178
薬王院
1704（宝永元）年

中世この地域を治めた真壁氏の居城。筑波
山系から西へ伸びる尾根上の微高地を利用
して造られた平城形式の城跡で、国指定面
積は 12.5 ヘクタールに及んでいます。本丸
を中心に巡らした四重の堀と土塁、土橋な
どが良好な状態で残され、中世城郭の構造
を知る上で貴重な城跡です。現在発掘調査
と史跡公園整備事業が進められています。

真
ま

壁
かべ

城
じょうあと

跡【国指定史跡】

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

平成6年10月28日
桜川市真壁町古城・山尾
桜川市
平安時代末期

この瓦窯跡は新治廃寺の瓦を焼いた窯と推測さ
れるもので、新治廃寺の東方約 1km、
上野原の地にあります。遺構は地
中に保存されており、現在は草
地・雑木林となっています。

上
うえのはらかわらかまあと

野原瓦窯跡【国指定史跡】

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

昭和17年7月21日
桜川市上野原地新田312－3
桜川市
奈良時代〜平安時代

磯部稲村神社の参道をはさんで、両側約１㎞に及んで桜の並木
があります。古来磯部の百色桜として桜の名勝となり、その名
声は吉野に次ぐものでした。 東北産の品種シロヤマザクラを
中心として、花の色、香りなどに富み、学術的に貴重な存在です。

桜川（サクラ） 【国指定名勝】

指定年月日
所 在 地
管 理 者

大正13年12月9日
桜川市磯部135ほか
桜川市

磯部稲村神社参道の両側約１ｋｍのほか、市有地
5,514.05㎡内の桜、シロヤマザクラの群

桜川のサクラ 【国指定天然記念物】

指定年月日
所 在 地
管 理 者

昭和49年７月１６日
桜川市磯部135ほか
桜川市

Sakuragawa Heritage
桜 川 遺 産

時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る 

豊
か
な
文
化
の
礎い

し
ず
え

木
もく ぞう ご だい りき ぼ さつ ぞう

造五大力菩薩像 ５躯
【県指定文化財 彫刻】

五大力菩薩像の彫刻として、平安時代に制作された
5 躯がすべて揃って現存するものは、全国的にみて
本像が唯一と考えられ、仏教史や仏教美術史上、非
常に貴重なものです。
五大力菩薩は、奈良仏教の鎮護国家の思想と関係
が深く、仏教を敬う国王に対して使わされ強大な力
でその国を護るとされています。全国的にみて希有
な尊種です。怨敵調伏を願って造像されることがあ
り、地元では平将門の伝説と結びついて、将門を調
伏するために造像されたと伝えられてきました。現
在は月山寺美術館で展示されています。

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

平成25年1月24日
桜川市池亀394
吉祥院
平安時代末期

真
ま

壁
かべ

長
なが

岡
おか

古
こ

宇
う

田
だ

文
もん

書
じょ

【県指定文化財 古文書】

真壁家の庶子として活躍した長岡家の、南北
朝時代を中心とした35点の古文書。合戦の
様子や所領をめぐる武士や一族内部の争いな
どが具体的に分かる貴重な資料群です。

指定年月日
所 在 地
管 理 者

平成11年11月25日
桜川市真壁町真壁198
桜川市

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

明治39年4月14日
桜川市富谷 2190
小山寺
1465（寛正６）年

小山寺は 735（天平７）年、聖武天皇（しょうむてんのう）の勅
願により、行基を開基として創立されたと伝えられています。
この三重塔は相輪の銘によると、1465（寛正６）年、多賀谷
朝経が大旦那となり、大工宗阿弥家吉とその息子によって建
立されたものです。
その塔の様式はほぼ和様からなり、細部に禅宗様を混じえて
います。関東以北で室町時代にさかのぼる塔は、この塔と栃
木県益子町の西明寺三重塔の２基だけです。

小
お

山
やま

寺
じ

三
さんじゅうのとう

重塔【国指定文化財 建造物】

網
あ

代
じろ

笈
おい

【国指定文化財 工芸品】

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

昭和32年２月19日
桜川市西小塙1677
月山寺
室町時代

箱型に三脚をつけた笈で、正面を三段に区切り、各
段に銅製メッキの牒番による観音開きの扉を設け、
中央に一本の帖木を嵌めています。枠木や帖木は桑
材に黒漆を施しています。扉には粗い布を貼り朱漆
を塗り、そのうえに花形をかたどった皮製の文様を
貼り黒漆を施しています。
上段および下框に金銅菊座楕円形紐通し金物をつ
け、左右には鉄製提鐶をつけています。帖木の裏に、
武蔵坊弁慶の墨書名がかすかに残っていますが、様
式、技法からみて年代は下るものです。

木
もくぞうしてんのうりゅうぞう

造四天王立像 
ほか ７躯

【県指定文化財 彫刻】

中心部をケヤキの一木造、背割りの技法を
使った仏像で、古代の仏像特有の美しい造

型をもちます。９世紀に焼失した新治廃寺
を引き継ぐ役割を持った仏像と推測

され、大きな価値があります。

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

平成21年11月19日
桜川市本郷13
妙法寺
平安時代末期

凝灰岩製。全国で在銘最古の石造多宝
塔です。

石
せき

造
ぞう

祥
しょうこうじ

光寺多
た

宝
ほう

塔
とう

【県指定文化財 建造物】

指定年月日
所 在 地
管 理 者
制 作 時 期

昭和35年3月28日
桜川市本木 78
祥光寺
1202（建仁２）年



桜
川
警
察
署
で
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
力
し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
駆
け
込

み
・
通
報
訓
練
」
を
実
施
。
不
審
者
に
声
を
か

け
ら
れ
た
際
に
近
く
の
「
１
１
０
番
の
家
」
へ

と
駆
け
込
む
こ
と
を
実
地
で
教
え
て
い
ま
す
。

桜
川
警
察
署
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
交

通
安
全
教
室
の
様
子
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
低
学
年
に
は
安
全
な
歩

行
の
仕
方
を
、
中
・
高
学
年
に
は
安
全
な
自
転

車
の
乗
り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。

災
害
や
犯
罪
に
強
く
、
安
全
で
利
便
性
の
高
い
都
市
基
盤
の
整
備
に
努

め
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
美
し
い
景
観
づ
く
り
と
、
後
世
に
豊
か

な
自
然
を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
自
然
環
境
の
保
全
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
と
歴
史
・
文
化
を
守
り
つ
つ
、
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境

が
整
っ
た
「
調
和
」
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

調
和

快
く
美
し
い
暮
ら
し
の
交
響
曲

快
適
で
潤
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

　

最
初
は
弱
い
横
揺
れ
が
起
き
、
突

然
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
強
い

揺
れ
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
）
午

後
２
時
46
分
頃
に
、
宮
城
県
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
「
東
日
本
大
震
災
」

が
発
生
し
ま
し
た
。
誰
も
が
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、
観
測
史
上
最
大
規

模
の
巨
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9.0
）
で
す
。
多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
、

壊
滅
状
態
と
な
っ
た
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
後
に
起
き
た
東
京
電
力
㈱
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
各
地
の
原
発
が
運
転
を
停
止
し
、

首
都
圏
で
は
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
、

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
で
た
こ

と
は
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

桜
川
市
で
も
、
震
度
６
弱
を
観
測
。

６
人
の
軽
傷
者
が
出
て
い
ま
す
が
、

幸
い
に
も
死
亡
者
や
重
傷
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
は
、

市
内
各
所
で
屋
根
瓦
・
壁
・
塀
な
ど

の
崩
落
や
道
路
の
亀
裂
・
陥
没
の
発

生
、
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
寸
断
、
製
油
所
の
相
次
ぐ
操

業
停
止
に
よ
る
深
刻
な
ガ
ソ
リ
ン
不

足
に
陥
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
真
壁
地
区
の
町
並
み
に
も
、

倒
壊
を
含
む
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
傷
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
市

議
会
が
岩
瀬
庁
舎
で
開
催
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
庁
舎
玄
関
前
に
、
急
き
ゅ
う

遽き
ょ

、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
害
状

況
の
把
握
と
応
急
対
応
に
あ
た
り
ま
し

た
。
通
信
手
段
に
も
被
害
が
お
よ
ん
で

い
た
た
め
に
、
飲
料
水
・
食
料
品
な

ど
の
生
活
必
需
品
の
確
保
と
避
難
所
の

開
設
お
よ
び
広
報
活
動
を
優
先
的
に

進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
・
桜

川
警
察
署
・
筑
西
広
域
消
防
本
部
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
高
齢
者
一
人
世
帯
へ
の
安
否
確

認
・
生
活
支
援
物
資
の
配
付
や
避
難

者
の
皆
様
へ
の
支
援
な
ど
、
生
活
救
済

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
崩
落
し
た

屋
根
瓦
や
塀
な
ど
の
災
害
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
や
道
路
な
ど
の
復
旧
活
動

に
取
り
組
み
、
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

る
東
京
都
墨
田
区
か
ら
は
支
援
物
資

も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
被

害
を
教
訓
に
、
災
害
時
の
応
急
復
旧

対
応
と
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
更
新
工
事
や
大
型
備
蓄
倉
庫
の
建

設
な
ど
、
防
災
基
盤
整
備
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
４
月

に
は
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
・
本
県

那
珂
市
と
と
も
に
３
市
間
で
「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
、
お
互
い
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
災
害
時
に
限
ら
ず
、
さ

ら
な
る
市
民
相
互
や
地
域
間
の
交
流

を
深
め
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
く

ら
し
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ボランティアによる炊き出し

真壁の伝統的建造物も甚大な被害を受けました。

未
曾
有
の
経
験
を
未
来
に
活
か
す

【
東
日
本
大
震
災
復
旧
作
業
】

Column
　

桜
川
市
消
防
団
は
、
旧
３
町
村
そ

れ
ぞ
れ
の
消
防
団
が
平
成
17
年
に
統

合
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

女
性
消
防
分
団
１
分
団
（
平
成
21
年

結
成
）
を
含
む
37
分
団
で
構
成
さ
れ
、

団
員
数
は
５
６
５
人
（
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
）で
す
。
男
性
消
防
分
団

（
岩
瀬
地
区
17
分
団
、
真
壁
地
区
12

分
団
、
大
和
地
区
７
分
団
）
に
は
ポ

ン
プ
車
が
配
備
さ
れ
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
迅
速
に
消
火
活
動
が
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
女
性
消
防
分

団
は
、
救
急
救
命
講
習
会
の
実
施
な

ら
び
に
防
災
訓
練
時
の
訓
練
協
力
な

ど
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
、
火
災
や
災
害
時

に
お
け
る
対
応
だ
け
で
な

く
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
団
員
は
プ
ロ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
各
地
域
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
る
た
め
水
源

や
地
理
に
詳
し
く
消
防
署

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
安
全
確
保

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
も
、
発
生
直
後

か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、
生
活
用
水

供
給
な
ど
の
支
援
活
動
、
広
報
な
ど

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

皆
川
光
吉
団
長
は
36
年
前
に
入
団

し
、
５
年
前
に
桜
川
市
消
防
団
の
団

長
に
就
任
、
当
初
は
旧
町
村
ご
と
に

消
防
団
の
組
織
運
営
が
異
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
統
一
す
る

と
と
も
に
近
代
的
な
組
織
作
り
に
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

最
も
苦
労
し
て
い
る
の
は
団
員
の
確

保
だ
そ
う
で
す
。
消
防
団
に
対
す
る

理
解
不
足
も
あ
り
、
加
入
し
て
も
ら

う
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
昔
の
よ
う
に
地
元
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
の
多
い
時
代
と
は
違

い
、
市
外
通
勤
者
が
多
い
現
在
で
は

加
入
し
て
も
出
動
で
き
な
い
団
員
が

多
く
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も

踏
ま
え
て
、
組
織
の
見
直
し
が
必
要

と
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
向
上
に
も
有
効
だ
と
皆
川

団
長
は
言
い
ま
す
。

　

世
代
を
越
え
た
交
流
が
あ
り
、
地

域
の
団
結
力
と
共
助
の
精
神
を
高
め

て
い
け
る
消
防
団
は
、
今
の
よ
う
な

時
代
に
こ
そ
必
要
な
組
織
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

Profile

昭和27年桜川市生まれ。株式会社ミナカワ代
表取締役。昭和53年に旧大和村消防団に入団。
平成21年から桜川市消防団の団長に就任。町
村合併後の組織づくりに尽力してきました。

茨城県消防ポンプ操法大会県西地区大会で鍛え上
げた技を披露

地
域
の
安
全
に
貢
献
す
る
消
防
団

団
長　

皆み

な

川が

わ 

光み

つ

吉よ

し 

さ
ん

桜
川
市
消
防
団

技
わざ

人
びと

8File

新
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
桜
川
市
消
防
団
出
初

式
終
了
後
に
行
わ
れ
た
、
つ
く
し
湖
で
の
一
斉
放

水
の
様
子
。
式
典
に
は
関
係
者
約
５
５
０
人
が

参
加
し
、
皆
川
消
防
団
長
を
筆
頭
に
地
域
の
安

全
と
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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が
大
切
な
ん
で
す
。」
と
菊
地
さ
ん
。

　

手
作
業
で
の
清
掃
活
動
は
時
間
も

労
力
も
必
要
で
す
が
、
会
員
の
中
に

は
小
型
の
建
設
機
械
を
持
っ
て
い
る

方
も
い
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
た
だ
し
、
燃
料
費
な
ど
は
個

人
負
担
で
す
。
こ
の
美
し
い
林
道
は

地
元
の
方
の
奉
仕
の
精
神
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

林
道
は
桜
の
季
節
（
４
月
上
旬
～

下
旬
頃
）
に
は
通
行
止
め
に
な
り
、

車
の
通
ら
な
い
静
か
な
環
境
で
ゆ
っ

く
り
と
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
麓
か
ら
桜
色
に
染
ま
る
龍
神
山
を

眺
め
る
だ
け
で
も
十
分
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
ぜ
ひ
林
道
を
登
っ
て

い
た
だ
い
て
、
心
地
よ
い
汗
と
と
も

に
山
頂
か
ら
の
美
し
い
景
観
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。」
と
菊

地
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

た
故
郷
の
自
然
の
価
値
を
再
認
識
し

た
と
い
い
ま
す
。
自
分
た
ち
も
何
か

協
力
で
き
な
い
か
と
思
い
立
っ
た
菊

地
さ
ん
は
、
平
成
24
年
に
「
龍
神
山

の
山
櫻
を
愛
す
る
会
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
そ
う
し
て
市
民
の
手
で
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
龍

神
山
に
は
、
桜
や
紅
葉
の
季
節
に
な

る
と
多
く
の
行
楽
客
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
愛
す
る
会
」
の
主
な
活
動
は
、
山

桜
自
生
地
の
下
草
を
刈
る
こ
と
や
、

林
道
や
Ｕ
字
溝
の
清
掃
で
、
年
３
回

ほ
ど
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
シ
ー

ズ
ン
以
外
は
人
通
り
も
少
な
く
、
風

雨
で
側
溝
や
路
面
に
木
の
葉
・
土
砂

な
ど
が
堆
積
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
山
桜
の
保
護
の
た
め
に
も
、
年

間
を
通
じ
て
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

　

桜
川
で
は
磯
部
の
桜
が
有
名
で
す

が
、
の
ど
か
な
里
山
の
春
を
彩
る
高

峯
（
標
高
５
２
０
㍍
）
の
山
桜
も
た

い
へ
ん
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
桜

川
は
明
治
の
中
期
か
ら
み
か
げ
石
の

採
掘
な
ど
石
材
業
で
栄
え
た
地
域
で

あ
り
、
水
は
け
の
よ
い
花か

崗こ
う

岩が
ん

質
の

土
壌
が
山
桜
が
育
つ
の
に
適
し
て
い

る
た
め
、
珍
し
い
交
配
種
が
増
え
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

色
と
り
ど
り
の
山
桜
が
群
生
す
る
こ

の
景
観
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
高
峯
は
、
地
元
平
沢
地
区
で

は
龍
神
山
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
か
つ
て
は
桜
の
名
所
と
し

て
賑
わ
い
を
み
せ
た
龍
神
山
で
し
た

が
、「
桜
と
い
え
ば
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」

と
い
う
時
代
が
続
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
一
時
期
は
地
元
の
人
た
ち
の
間

で
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
山
は
荒
れ
、
山

桜
は
ほ
か
の
木
々
に
埋
も

れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
見
か
ね
た
地
元

の
方
が
清
掃
活
動
を
し
て

い
る
の
を
知
っ
た
菊
地
保

さ
ん
は
、
忘
れ
か
け
て
い

龍
神
山
で
山
桜
の
素
晴
ら
し
さ
を
知って
ほ
しい

会
長
　
菊き

く

地ち 

保た
も
つ 

さ
ん

龍
り
ゅ
う
じ
ん
ざ
ん

神
山
の
山
櫻
を
愛
す
る
会

技
わざ

人
びと
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Profile

昭和27年桜川市生まれ。定年退職後農業を営
んでいます。平成24年に「龍神山の山櫻を愛す
る会」を結成。ボランティアとして高峯（龍神山）
林道の整備に取り組んでいます。

高峯の美しい林道は、地元有志の努力の賜物

桜川市役所大和庁舎屋上に設置された太陽光パネル

大和庁舎に設置された親局設備

建設中の大型備蓄倉庫

一本ごとに色、形、開花
のタイミングが異なる山
桜。日々変化する多様な
色彩が龍神山の山肌を覆
います。

　

桜
川
市
で
は
、
大
和
庁
舎
お
よ
び

岩
瀬
・
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
災

害
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
桜
川
市
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、災
害
対
策
本
部
・

避
難
所
な
ど
の
防
災
拠
点
に
、
太
陽

光
を
活
用
し
た
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
防

災
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
も
の
で
す
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
活
動
を
す

る
う
え
で
非
常
用
電
源
設
備
用
（
照

明
・
テ
レ
ビ
・
通
信
機
器
・
パ
ソ
コ

ン
）
に
最
低
限
の
電
力
を
確
保
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど
で

　

桜
川
市
で
は
、
従
来
、
岩
瀬
・
大

和
・
真
壁
の
３
庁
舎
ご
と
に
災
害
時

に
備
え
た
非
常
用
の
食
料
な
ど
を
備

蓄
し
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
の
経
験
を
経
て
、
当
市
は
、
そ
れ

ら
の
機
能
の
効
率
化
の
必
要
性
を
認

識
し
、
運
用
の
一
元
化
を
計
画
し
ま

し
た
。そ
し
て
平
成
25
年
度
事
業
で
、

大
型
備
蓄
倉
庫
を
岩
瀬
庁
舎
の
敷
地

内
に
建
設
・
整
備
し
、
災
害
な
ど
の

非
常
時
に
お
い
て
、
物
資
を
迅
速
か

つ
効
果
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

援
助
物
資
の
受
入
れ
を
一
括
し
て
管

理
で
き
る
防
災
体
制
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

電
波
の
過
密
状
態
を
解
消
す
る
た

め
の
電
波
法
の
改
正
や
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
桜
川
市
で
は
、
防
災
行

政
無
線
の
運
用
を
３
波
に
よ
る
ア
ナ

ロ
グ
方
式
か
ら
、
１
波
で
市
内
全
域

を
カ
バ
ー
す
る
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
と

統
合
再
整
備
し
ま
し
た
。

　

中
継
局
は
設
置
せ
ず
、
再
送
信
子

局
（
岩
瀬
庁
舎
の
み
）
を
設
置
し
て

通
信
エ
リ
ア
を
確
保
し
ま
し
た
。
親

局
は
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

る
大
和
庁
舎
に
置
き
、
桜
川
消
防
署

お
よ
び
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
か
ら
も
放

送
が
で
き
る
よ
う
遠
隔
制
御
装
置
を

停
電
に
な
っ
た
場
合
は
、
太
陽
光
発

電
ま
た
は
蓄
電
池
か
ら
電
力
を
供
給

す
る
方
法
へ
自
動
で
切
り
替
え
を
行

い
、
電
力
を
供
給
し
ま
す
。
蓄
電
池

は
平
常
時
に
太
陽
光
発
電
設
備
で
発

電
し
た
電
力
を
充
電
し
て
お
き
、
停

電
が
長
期
化
し
た
場
合
は
夜
間
電
力

と
し
て
使
用
し
ま
す
。
平
常
時
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電
し
た
電
力

を
、
導
入
し
た
施
設
で
消
費
す
る
こ

と
で
、
電
力
使
用
量
の
削
減
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
蓄
電
池
の
電
力
は
、

使
用
電
力
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
出
力

す
る
こ
と
で
、
最
大
使
用
電
力
の
削

減
に
役
立
て
ま
す
。

　

建
築
面
積
は
１
９
９.

７
９
㎡
、

高
さ
６.

４
m
。
鉄
鋼
造
で
、カ
ラ
ー

亜
鉛
鉄
板
丸
馳
折
葺
き
の
屋
根
を
備

え
、
外
壁
に
は
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

張
り
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
内
部
に

は
パ
レ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
３
段
が
14
台
格

納
さ
れ
て
お
り
、
常
時
、
保
存
水
や

ア
ル
フ
ァ
米
・
缶
パ
ン
と
い
っ
た
保

存
用
食
糧
を
貯
蔵
し
、
そ
の
ほ
か
に

避
難
所
用
の
生
活
必
需
品
、
応
急
対

策
用
の
発
電
機
や
土ど

嚢の
う

・
ス
コ
ッ
プ

な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
非
常
時
に
備
え
、
日
々
、

備
蓄
品
の
管
理
・
改
善
を
は
か
っ
て

い
き
ま
す
。

設
置
。
ま
た
、
先
の
大
震
災
時
に
避

難
所
を
開
設
し
た
施
設
に
連
絡
通
話

装
置
（
無
線
電
話
）
を
設
置
し
ま
し

た
。戸
別
受
信
機
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
・

デ
ジ
タ
ル
方
式
を
併
用
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
・
戸
別
受
信
機
設
置

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
運
用
の
効
率

化
、
遠
隔
制
御
装
置
に
よ
る
遠
隔
操

作
、
連
絡
通
話
装
置
の
設
置
に
よ
る

公
衆
回
線
断
線
時
の
無
線
電
話
連

絡
、
災
害
情
報
や
行
政
情
報
の
確
実

な
各
家
庭
へ
の
伝
達
、
国
が
整
備
し

て
い
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
と
の
連
動
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
費
を
軽
減
す
る
た
め
、
拡
声

子
局
に
増
設
ア
ン
プ
を
設
置
し
、
な

る
べ
く
子
局
本
数
を
増
や
さ
ず
に
通

報
エ
リ
ア
を
確
保
で
き
る
設
計
と
し

た
の
が
特
徴
で
す
。

災
害
に
備
え
た
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

災
害
対
策

No.5TOPICS

大
型
備
蓄
倉
庫

防
災
行
政
無
線

太
陽
光
発
電
設
備

拡声子局の増設アンプ
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市
内
の
小
学
校
で
行
わ
れ
た
食
育
教
室
の
様

子
。
地
元
産
の
「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
を
使
用
し
、

生
徒
た
ち
が
自
ら
の
手
で
作
っ
た
ピ
ザ
や
「
ひ
っ

つ
み
汁
」
を
食
べ
て
、
楽
し
く
地
産
地
消
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

市
民
祭
で
の
「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
関
連
商
品
の
販

売
の
様
子
。焼
き
た
て
の
焼
き
そ
ば
を
ふ
る
ま
っ

た
り
、
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
い
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
認
知
度

の
向
上
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
、
商
工
業
、
観
光
な
ど
の
産
業
が
、
社

会
や
経
済
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
高
い
競
争
力
が
発
揮
で
き

る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、北
関
東
自
動
車
道
の
整
備
に
伴
い
、

企
業
誘
致
お
よ
び
新
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
多
様
な
産
業
が
息
づ
き
、
地
域
内
に
お
け
る
経
済

循
環
が
活
発
な
「
自
立
」
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

自
立

逞た
く
ま

し
く
発
展
す
る
創
造
の
交
響
曲
魅
力
と
活
力
の
あ
る

産
業
社
会
づ
く
り

　

桜
川
市
で
試
験
栽
培
が
行
わ
れ
た

小
麦
「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
は
、
モ
チ
モ
チ

と
し
た
食
感
と
、
グ
ル
テ
ン
の
含
有

量
が
多
く
、
製
パ
ン
に
最
適
な
小
麦

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
も
普
及
し
な

い
こ
と
に
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
注
目
し
た
の
が
、
市
内
に
住
む

主
婦
た
ち
。
地
元
で
生
ま
れ
た
小
麦

「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

で
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
新
規
作
物
研
究
会
を
作
り
「
ユ
メ

シ
ホ
ウ
」
の
小
麦
粉
の
生
産
と
販
売

を
始
め
ま
し
た
。

　

新
規
作
物
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
15

人
。
地
元
産
の
小
麦
粉
で
パ
ン
を
作
る

と
い
う
夢
が
四
方
に
広
が
る
こ
と
と
、

桜
川
市
が
、
紫
峰
と
呼
ば
れ
る
筑
波

山
麓
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、「
ゆ
め

紫
峰
」
と
い
う
文
字
を
あ
て
て
独
自
ブ

ラ
ン
ド
の
加
工
品
開
発
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
来
は
パ
ン
用
小
麦
で
す
が
、
当
初

パ
ン
屋
さ
ん
が
市
内
に
な
か
っ
た
の
で
、

真
壁
高
校
に
パ
ン
の
製
造
許
可
を
取
っ

て
も
ら
い
、
パ
ン
の
製
造
を
依
頼
し
た

そ
う
で
す
。
代
表
の
深ふ

か

谷や

み
さ
ほ
さ
ん

に
よ
る
と
、「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
は
パ
ン

以
外
に
も
適
し
て
い
る
そ
う
で
、
メ
ン

バ
ー
の
経
営
す
る
お
店
で
う
ど
ん
や
、

饅ま
ん
じ
ゅ
う

頭
、ド
ー
ナ
ッ
ツ
、カ
ス
テ
ラ
、ス
コ
ー

ン
な
ど
市
内
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま

す
。
新
規
作
物
研
究
会
と
し
て
承
認

し
た
商
品
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
ゆ
め
紫
峰
」
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
や
桜
ま

つ
り
に
は
、
新
規
作
物
研
究
会
と
し
て

出
店
し
て
い
ま
す
。パ
ン
焼
き
器
を
使
っ

て
家
庭
で
お
い
し
い
パ
ン
を
食
べ
て
も

ら
お
う
と
「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
の
小
麦
粉

の
販
売
を
行
う
ほ
か
、メ
ン
バ
ー
が
作
っ

た
加
工
品
の
販
売
や
、
地
元
う
ど
ん
業

者
の
協
力
で
開
発
し
た
「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」

１
０
０
％
の
焼
き
そ
ば
の
試
食
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
祭
で
は
地
元
商

工
会
の
協
力
を
得
て
、
商
工
会
主
催
の

「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
。
入
賞
し
た
市
内
の
お
店
で

は
「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
を
使
っ
た
お
菓
子

の
販
売
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
地
道
な
活
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、

一
定
の
認
知
を
得
て
き
た
「
ユ
メ
シ
ホ

ウ
」
で
す
が
、
自
身
が
生
産
者
で
も
あ

る
深
谷
さ
ん
に
よ
る
と
、
ま
だ
課
題
は

多
い
と
い
い
ま
す
。「
生
産
者
が
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
栽
培
生
産

体
系
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
の
で
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
、
安
心
し
て
栽
培

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
需
要
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、
学

校
給
食
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」。

　

こ
う
し
た
地
産
地
消
の
試
み
が
、
地

域
経
済
を
足あ

し

許も
と

か
ら
活
性
化
し
、
地
域

へ
の
愛
着
を
も
高
め
て
い
く
の
で
す
。

市民祭の「反省会」に集まった新規作物研究会のメンバー

うどん、パン、饅頭など多彩な開発商品群

開
発
と
販
売
で「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」の
普
及
を

【
新
規
作
物
研
究
会
】

Column
　

小
麦
は
、
世
界
で
最
も
多
く
作
ら

れ
て
い
る
農
産
物
で
す
。
し
か
し
、

日
本
は
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、

国
産
の
小
麦
は
国
内
で
消
費
さ
れ
る

小
麦
の
15
％
程
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
パ
ン
用
の
小
麦
に
至
っ
て
は
わ
ず

か
１
％
で
す
。
性
質
に
よ
り
小
麦
粉

は
、
天
ぷ
ら
や
菓
子
類
に
適
し
た
薄

力
粉
、
お
好
み
焼
き
や
う
ど
ん
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
中
力
粉
、
パ
ン
や
中

華
麺
に
向
く
強
力
粉
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
県
内
で
は
強
力
粉

は
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

飯
島
正
義
さ
ん
が
長
年
作
っ
て
き

た
の
は
、
農
林
61
号
と
い
う
中
力
粉

の
小
麦
で
す
。
苦
労
し
て

作
っ
て
も
背
が
高
い
た
め

倒
伏
し
や
す
く
、
収
穫
量

が
減
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
以
前
相
談

の
た
め
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
つ
く
ば
市
の
作
物
研
究

所
か
ら
、
従
来
の
課
題
を

克
服
し
た
新
し
い
小
麦
に
つ
い
て
試

験
栽
培
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
の
こ
と

で
す
。
飯
島
さ
ん
は
好
奇
心
も
手
伝

い
、
試
行
錯
誤
の
う
え
生
産
に
取
り

組
ん
だ
と
こ
ろ
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有

量
13.

5
～
14.

0
％
と
い
う
驚
異

的
な
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。県
の
奨
励
品
種
の「
ユ
メ
カ
オ
リ
」

で
も
11
％
程
度
し
か
出
ま
せ
ん
の
で
、

県
の
担
当
者
か
ら
ど
う
し
た
ら
そ
の

よ
う
な
結
果
が
出
せ
る
の
か
と
い
う

問
合
せ
が
来
る
ほ
ど
。
新
聞
な
ど
で

も
紹
介
さ
れ
、
大
手
製
粉
会
社
も
興

味
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が

「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」
で
す
。

　

現
在
は
、
米
よ
り
パ
ン
の
方
が
多

く
消
費
さ
れ
る
時
代
で
す
。
旨
み
成

分
の
素
グ
ル
テ
ン
が
豊
富
で
、
背
丈

が
低
い
こ
と
か
ら
倒
伏
し
に
く
く
収

穫
量
も
多
い
、
製
パ
ン
に
適
し
た
小

麦「
ユ
メ
シ
ホ
ウ
」は
生
産
者
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
夢
の
広
が
る
作
物
。
Ｊ

Ａ
も
契
約
栽
培
に
乗
り
出
し
て
く
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
多
く

の
方
が
生
産
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。「
家
族
と
苦
楽
を
共

に
し
な
が
ら
、
農
業
に
従
事
で
き
る

事
が
本
当
に
幸
せ
で
す
。
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
語
る
飯
島
さ
ん
。
夫
妻
の

笑
顔
が
た
い
へ
ん
印
象
的
で
し
た
。

桜
川
市
産
小
麦「
ユメ
シ
ホ
ウ
」で
夢
を
広
げ
る

飯い

い

島じ

ま 

正ま

さ

義よ

し 

さ
ん

小
麦
農
家

Profile

昭和11年桜川市生まれ。肉用牛の肥育、水稲
転作物で初の大豆試作、集団転作の元祖として
農水大臣に公述。最近では太陽光発電設備を導
入するなど、常に先端技術を取り入れています。

農林水産省の視察団に栽培法を説明する飯島さん

技
わざ

人
びと

10File

初
夏
の
季
節
、
大
和
地
区
に
広
が
る
「
ユ
メ
シ

ホ
ウ
」
の
畑
。
収
穫
の
時
期
に
は
辺
り
一
面
が

黄
金
色
に
染
ま
り
ま
す
。
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水
稲
、
麦
、
大
豆
な
ど
を
作
る
専
業

農
家
に
な
っ
て
６
年
。
農
業
を
始
め

て
す
ぐ
に
、
制
度
を

利
用
し
て
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

行
政
の
指
導
に
よ
っ

て
認
定
農
業
者
間
の

情
報
交
換
な
ど
を
目

的
に
、
認
定
農
業
者

連
絡
協
議
会
が
作
ら

れ
た
の
が
平
成
21
年

の
こ
と
で
す
。
岩
渕
さ
ん
は
現
在
桜

川
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
の
２

代
目
会
長
と
し
て
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
安
心
し

て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が

ま
ず
は
必
要
だ

が
黒
く
高
級
感
が
あ
り
、
食
感
も

良
い
の
で
贈
答
用
と
し
て
の
評
判
も

上
々
と
の
こ
と
。
小
玉
ス
イ
カ
部
会

で
は
、
こ
の
黒
小
玉
ス
イ
カ
を
「
誘

惑
の
ひ
と
み
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
で
８
月
ま
で
販
売
し
て
い

ま
す
。「
品
種
の
作
り
分
け
を
す
る

こ
と
で
、
長
い

シ
ー
ズ
ン
に
わ

た
っ
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
小
玉
ス
イ
カ
を
作
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
大
塚
さ
ん
。
出
荷
期
間
が
長
く

な
っ
た
分
、
夏
の
暑
い
時
期
の
受
粉

作
業
な
ど
苦
労
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

「
甘
く
て
シ
ャ
リ
感
の
あ
る
小
玉
ス

イ
カ
で
、
涼
し

さ
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
日
々

努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

と
言
い
ま
す
。
認
定
農
業
者
連
絡
協

議
会
は
、
県
や
国
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
組
織
で
す
の
で
、
情
報
交
換
に

加
え
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
の

に
も
こ
の
組
織
を
活
用
し
て
い
き
た

い
そ
う
で
す
。

　

農
業
経
営
も
、
個
人
だ
け
で
は
な

く
集
落
営
農
や
法
人
化
な
ど
様
々
な

形
態
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
地
域
の
農
業

を
元
気
に
し
て

い
く
た
め
に
も
、

認
定
農
業
者
連

絡
協
議
会
の
活

動
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

　

桜
川
市
周
辺
は
、
冬
か
ら
春
先
に

か
け
て
豊
富
な
日
照
量
を
い
か
し
た

小
玉
ス
イ
カ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
小
玉
ス
イ
カ
は
、
出
荷

時
期
が
３
月
頃
か
ら
と
早
く
、
甘
さ

も
あ
り
、
初
夏
に
は
す
こ
ぶ
る
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

大
塚
康
史
さ
ん
が
支
部
長
を
務
め

る
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
小
玉
ス
イ
カ
部
会

真
壁
支
部
で
は
、
よ
り
長
い
期
間
小

玉
ス
イ
カ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
法
律
に

基
づ
い
て
農
業
の
経
営
基
盤
を
改
善

し
、
地
域
農
業
を
担
う
意
欲
的
な
農

家
を
育
成
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た

制
度
で
す
。
認
定
の
た
め
に
は
５
年

後
を
目
標
と
し
た
農
業
経
営
改
善
計

画
書
を
市
町
村
に
提
出
し
ま
す
。
認

定
さ
れ
る
と
金
融
や
税
制
な
ど
の
面

で
、
様
々
な
支
援
策
を
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

岩
渕
勝
さ
ん
は
農
協
を
退
職
し
、

と
、
縞し
ま

模も

様よ
う

が
濃
く
果
肉
の
し
っ
か

り
し
た
品
種「
ス
ウ
ィ
ー
ト
キ
ッ
ズ
」

を
中
心
に
、「
紅
の
誘

惑
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
で
７
月
ま
で
出
荷

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
か
ら

は
黒
小
玉
ス
イ
カ
の

出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

大
塚
さ
ん
に
よ
る
と
、

黒
小
玉
ス
イ
カ
は
皮

完熟で食べ頃の時期に収
穫し出荷されるので、購
入後はできるだけ早く賞
味するのがポイントです。

甘
泉
」
と
い
う
品
種
。
日
持
ち
も
良

く
、
４
月
後
半
か
ら
５
月
上
旬
が
最

盛
期
で
す
。
Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば
こ
だ
ま
ス
イ
カ

部
会
で
は
、
現
在
４

つ
の
品
種
を
生
産
し
て

い
ま
す
が
、
枝
さ
ん

は
13
年
前
か
ら
「
姫

甘
泉
」
に
注
目
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
全
国
的
に
見
て

も
こ
の
品
種
は
作
付
面
積
が
少
な
い

た
め
、
希
少
性
も
あ
る
そ
う
で
す
。

特
に
ス
イ
カ
好
き
と
い
わ
れ
る
方
に

は
評
判
が
良
く
、
わ
ざ
わ
ざ
都
内
か

ら
注
文
し
て
く
れ
る
方
も
い
る
な
ど
、

フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る
と
枝
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
市
場
の
仲
買
い
人
と
何

度
も
話
し
合
っ

て
売
り
方
も
工

ま
し
た
。
彼
ら
の
日
本
で
の
活
動
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
紹
介
さ
れ
、
現
地

の
彫
刻
家
の
間
で
は
拠
点
と
な
っ
た

「iw
ase

」
と
い
う
地
名
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

彫
刻
家
と
し
て
の
芸
術
性
の
高
い

作
品
に
加
え
て
、
石
の
街
ら
し
く
触
っ

て
み
た
く
な
る

彫
刻
、
実
用
的

な
も
の
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
石
材
加
工
一
級
技
能

士
の
資
格
を
取
得
、
石
材
業
の
組

合
に
も
加
入
し
て
地
場
産
業
の
振
興

に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。
石
灯
籠
が

外
国
で
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

国
際
交
流
か
ら
新
し
い
製
品
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
と
浅
賀
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

人
材
の
育
成
や

技
術
の
伝
承
な

ど
、
今
後
も
地

域
に
奉
仕
し
て

い
き
た
い
と
熱

く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

夫
し
、
小
玉
ス
イ
カ
の
持
っ
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

　

枝
さ
ん
は
、
肥
料
が
欲
し
い
と

か
、
水
が
欲
し
い
と
言
っ
た
ス
イ
カ
の

「
声
」
が
70
才
に
な
っ
て
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、

枝
さ
ん
が
長
年
丹
精
を
込
め
て
ス
イ

カ
を
作
っ
て
き
た
か
ら
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
小
玉
ス
イ
カ
は
大
半
が

県
外
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
の
で
、も
っ

と
地
元
の
人
に
も

味
わ
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
と
枝
さ

ん
は
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

桜
川
市
は
、
国
内
有
数
の
み
か
げ

石
の
産
地
で
す
。
浅
賀
さ
ん
は
美
術

学
校
で
彫
刻
を
学
ん
だ
後
、
石
の
街

と
し
て
高
い
技
術
と
情
熱
を
育
ん
で

き
た
桜
川
市
を
創
作
活
動
の
地
に
選

び
ま
し
た
。

　

石
に
よ
る
国
際
交
流
は
、
浅
賀
さ

ん
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
テ
ー
マ
で
す
。
昭
和
60
年

の
第
７
回
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ガ
ブ
ロ

ヴ
ォ
国
際
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
金
賞
を

　

大
和
地
区
で
、
小
玉
ス
イ
カ
に
長

年
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば
こ
だ
ま
ス
イ
カ
部
会
の
大
和

支
部
長
、
枝　
守
さ
ん
。
15
年
前
の

Ｊ
Ａ
合
併
時
か
ら
支
部
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
組
織
は
現
場
に
よ
り
近
い

支
部
活
動
が
基
本
と
い
う
こ
と
で
、

支
部
運
営
に
も
情
熱
を
注
い
で
き
ま

し
た
。

　

枝
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
の
は
、
大
玉

と
同
様
の
食
感
で
人
気
の
あ
る
「
姫

受
賞
後
、
講
演
や
制
作
な
ど
で
度
々

ブ
ル
ガ
リ
ア
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
６
年
か

ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

と
呼
ば
れ
る
外
国
人

芸
術
家
の
滞
在
型
制

作
事
業
を
主
催
し
、

こ
れ
ま
で
８
人
の
著

名
な
ブ
ル
ガ
リ
ア
人

芸
術
家
を
招
へ
い
し

枝さんが長年取り組んでき
た「姫甘泉」。全国的にも
希少な品種で、大玉スイ
カに近い食感が人気です。

Profile

昭和30年桜川市生まれ。平成19年に農協を退
職し、専業農家となりました。平成25年から、
桜川市認定農業者連絡協議会の２代目会長を務
めています。

小麦の追肥まき作業

Profile

昭和18年桜川市生まれ。平成10年からJA北つ
くば こだまスイカ部会 大和支部長を務めてい
ます。小玉スイカの希少品種「姫甘泉」の栽培・
普及活動に尽力しています。

日々の手入れが欠かせない。

Profile

昭和30年桜川市生まれ。JA北つくば こだまス
イカ部会 真壁支部長。オリジナルブランドの小
玉スイカ「誘惑シリーズ」の普及活動に尽力し
ています。

市内の直売所で美味しさをPR

地
域
の
農
業
を
元
気
に
す
る
た
め
に

会
長
　
岩い

わ

渕ぶ

ち 

勝ま
さ
る 

さ
ん

桜
川
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

小
玉
ス
イ
カ「
誘
惑
シ
リ
ー
ズ
」を
広
め
たい

真
壁
支
部
長
　
大お

お

塚つ

か 

康や

す

　
し史 

さ
ん

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば 

こ
だ
ま
ス
イ
カ
部
会

シャ
リ
感
が
人
気
の
小
玉
ス
イ
カ「
姫ひ

め

甘か
ん

泉せ
ん

」

大
和
支
部
長
　
枝え

だ 

守ま
も
る 

さ
ん

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば 

こ
だ
ま
ス
イ
カ
部
会

石
に
よ
る
国
際
交
流
で
、地
域
を
元
気
に

彫
刻
家
　
浅あ

さ

賀が 

正ま

さ

　
じ治 

さ
ん

株
式
会
社 

綜
合
美
術
工
房

Profile

昭和28年山形県生まれ。社団法人日本美術家連
盟会員。羽黒石材商工業協同組合会員。株式会社
綜合美術工房代表取締役。ブルガリア共和国から
名誉証やゴールデンセンチュリー賞を受賞

作品の前に立つ浅賀さん

遠方に筑波山を望む広大
な水田は、桜川市を代表す
る景観のひとつ。季節ごと
に様 な々表情を見せます。

平成20年、国民文化祭の
一環でブルガリアへ渡り、
現地のアーティストと交流
する桜川市の石工たち

技
わざ

人
びと
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と
、
伝
統
工
芸
の
保
存
を
目
的
に
制

定
さ
れ
た
も
の
。
県
内
で
は
、
結

城
紬
や
笠
間
焼
に
次

い
で
３
番
目
に
真
壁

石
燈
籠
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
伝
統
工
芸

士
に
な
る
に
は
、
一

定
の
実
務
経
験
の
後
、

知
識
試
験
・
実
技
試

験
の
受
験
が
必
要
で
、

真
壁
石
燈
籠
で
は
現

在
25
人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
谷
さ
ん
は
、
祖
父
の
代
か
ら
石

関
連
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
家
庭
に

生
ま
れ
、
石
燈
籠
は
父
親
の
指
導
で

技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
伝
統
工

芸
士
に
認
定
さ
れ
た
の
は
33
歳
の
時

で
し
た
。
若
い
伝
統
工
芸
士
は
珍
し

く
、
修
行
中
だ

と
思
わ
れ
た
こ

化
粧
と
言
わ
れ
る
塗
装
を
施
し
ま

す
が
、
地
金
の
ま
ま
の
仕
上
げ
が

小
田
部
鋳
造
の
特
徴
で
す
。
誤
魔
化

し
が
き
か
な
い
た
め
緻
密
な
仕
事
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
納
め
た
地
域

の
気
候
風
土
で
発
生
す
る
緑
青
に

よ
っ
て
年
を
重
ね
る
ご
と
に
深
み

の
あ
る
色
に
変

化
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
梵
鐘
に
菊
の
紋
章
を
入

れ
る
の
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は

小
田
部
鋳
造
だ
け
で
す
。

　
「
梵
鐘
は
、
形
だ
け
で
は
な
く
音

に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
鋳

物
な
ら
で
は
の
音
色
が
、
心
を
落
ち

着
か
せ
て
く
れ
ま
す
。」
と
小
田
部
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
８
０
０
年
の
昔
か

ら
、
一
つ
一
つ
に
心
と
技
を
込
め
て
造

る
小
田
部
鋳
造

の
梵
鐘
。
こ
れ
か

ら
も
全
国
の
寺
院

で
、
荘
厳
か
つ
余

韻
の
あ
る
響
き
を

奏
で
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
真
壁
石
燈

籠
の
特
徴
は
、
上
部
が
大
き
い
古
代

型
の
デ
ザ
イ
ン
。
主
張
し
す
ぎ
な
い

伝
統
的
な
形
を
踏
ま
え
て
、
職
人
一

人
ひ
と
り
が
細
か
い
部
分
は
考
え
て

作
る
そ
う
で
す
。
大
き
さ
も
、
小
さ

い
物
か
ら
４
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
よ

う
な
大
型
の
も
の
ま
で
様
々
。「
や

り
直
し
の
き
か
な
い
難
し
い
仕
事
で

す
が
、
お
客
さ

ま
の
喜
ぶ
顔
を
見

る
と
苦
労
も
感

じ
な
い
ん
で
す
。」

と
、
瀬
谷
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

お
寺
の
梵
鐘
を
製
造
す
る
会
社
は

全
国
的
に
も
少
な
く
、
関
東
で
は
小

田
部
鋳
造
株
式
会
社
が
唯
一
の
製
造

元
で
す
。
小
田
部
家
の
歴
史
に
よ
る

と
創
業
は
１
１
７
２
年
で
、
勅
ち
ょ
っ
き
ょ許

御お
ん

鋳い

物も
の

師し

の
称
号
を
持
つ
先
祖
が
、
命

を
受
け
河か
わ
ち
の
く
に

内
国
（
大
阪
府
）
か
ら
き

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
勅
許
御

鋳
物
師
と
は
、
宮
中
な
ど
公
用
の
鋳

物
製
造
が
認
め
ら
れ
た
、
高
い
技
術

を
持
つ
鋳
物
師
１
０
８
人
に
与
え
ら

　

桜
川
市
は
、
国
内
有
数
の
み
か
げ

石
の
産
地
。
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
「
石
」
の
看
板
を
見
か
け
ま
す
。

石
材
業
に
か
か
わ
る
人
の
多
い
土
地

で
す
が
、
石
の
仕
事
と
言
っ
て
も
墓

石
や
造
園
製
品
な
ど
様
々
。
そ
の
中

で
古
く
か
ら
あ
る
真
壁
石
燈
籠
の
製

造
技
術
を
伝
え
て
い
る
の
が
伝
統
工

芸
士
で
す
。
伝
統
工
芸
士
と
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
た
伝
統
工
芸
品

の
産
地
特
有
の
技
術
や
技
法
の
研け
ん

鑽さ
ん

れ
た
称
号
で
す
。
37
代
目
の
小
田
部

庄
右
衛
門
さ
ん
は
、
そ
の
流
れ
を
く

む
一
人
で
、
伝
統
の

技
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　

梵
鐘
は
、
銅
と
錫す
ず

の
合
金
を
鋳
型
に
流

し
て
作
り
、
完
成
ま

で
に
は
最
低
で
も
４

か
月
を
要
し
ま
す
。

通
常
は
、
仕
上
げ
に

溶鉱炉に材料を入れての
溶解作業の様子。炉内の
温度は最高約 1,300℃
に達します。

た
め
の
部
屋
を
作
る
ほ
ど
で
し
た
。

福
島
の
そ
ば
打
ち
名
人
に
教
え
を
乞

い
、
平
成
12
年
に
い

わ
せ
蕎
麦
の
会
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
店
や
そ
ば
打
ち
体

験
の
開
催
、
そ
し
て

会
員
の
技
術
向
上

な
ど
。
市
民
祭
で
は

１
，２
０
０
食
を
販
売
。
当
日
は
朝

５
時
か
ら
準
備
し
て
１
２
０
kg
の
そ

ば
粉
を
使
い
ま
す
。
の
ど
越
し
を
大

切
に
し
た
い
こ
と
か
ら
、
作
る
の
は

二
八
そ
ば
。
つ
な
ぎ
の
小
麦
粉
も
地

元
産
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
い
わ
せ

蕎
麦
の
会
は
、
江
戸
流
そ
ば
と
呼
ば

れ
る
打
ち
方
が
基
本
で
す
。
そ
ば
打

ち
は
水
回
し
に
尽
き
る
と
、
若
林
さ

ん
。
季
節
ご
と
の
湿
度
に
応
じ
て
水

の
量
を
加
減
し
な
が
ら
、
そ
ば
を
打

つ
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。
本
物

の
そ
ば
打
ち
を
学
び
た
い
と
、
遠
方

か
ら
通
っ
て
く
る
会
員
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
打
っ
た

そ
ば
を
食
べ
て
も
ら
う

時
の
、
お
客
さ
ん
の
喜

ぶ
顔
が
う
れ
し
い
と
若

林
さ
ん
。
桜
川
市
を
、

そ
ば
の
里
に
し
て
い
き

た
い
と
い
う
夢
も
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
そ
ば
職
人
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
の
が
、
茨
城
県
の
奨
励

品
種
「
常
陸
秋
そ
ば
」。
そ
ば
独
特

の
香
り
や
風
味
が
強
く
、
粒
ぞ
ろ
い

で
品
質
も
優
れ
て
い
ま
す
。
桜
川
市

は
、
常
陸
秋
そ
ば
の
作
付
面
積
が
県

内
で
も
多
い
地
域
で
す
。
い
わ
せ
蕎

麦
の
会
代
表
の
若
林
正
美
さ
ん
は
、

以
前
は
農
協
の
職
員
と
し
て
、
農
業

振
興
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
ば
が
好
き
で
自
宅
に
そ
ば
打
ち
の

より多くの人々に常陸秋
そばを味わってもらおうと、

「真壁のひなまつり」に
出店。好評を博しました。

Profile

昭和49年桜川市生まれ。祖父の代から石関連
の仕事に就く家系で、父親の指導により真壁石
燈籠の技術を習得。33歳の時に伝統工芸士に
認定されました。

酒蔵での震災復興ライブ

Profile

昭和50年桜川市生まれ。平成13年より独立行
政法人酒類総合研究所にて酒造りや経営につい
て学び、平成22年に株式会社 西岡本店の８代
目当主となりました。

「
真
壁
石
燈
籠
」の
技
術
を
伝
え
る

伝
統
工
芸
士
　
瀬せ

谷や 

一か
ず

也や 

さ
ん

瀬
谷
石
材

八
百
年
の
間
培
わ
れ
て
き
た
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

造
り
の
技

御
鋳
物
師
　
小こ

田た

部べ 

庄し

ょ

う

え

も

ん

右
衛
門 
さ
ん

小
田
部
鋳
造 

株
式
会
社

桜
川
市
を「
そ
ば
の
里
」に
し
たい

代
表
　
若わ

か
ば
や
し林 

正ま

さ

美み 

さ
ん

い
わ
せ
蕎そ

麦ば

の
会

Profile

昭和46年桜川市生まれ。国立高岡短期大学（現
富山大学）金属工芸科卒。盛岡市の鉄瓶工房で
修業した後、25歳で小田部鋳造 株式会社を継
ぎ、梵鐘の製造に取り組んでいます。

金属を鋳型に流す「鋳込み」

Profile

昭和11年桜川市生まれ。元岩瀬町農業協同組
合 営農課長。農業法人 岩瀬アグリセンター取締
役。平成12年にいわせ蕎麦の会を設立し、各地
のイベントへの出店などの活動を行っています。

市内の小学校で行ったそば打ちの指導

と
酒
米
と
は
違
う
旨
味
が
出
て
、
味

わ
い
が
深
く
な
る
の
が
特
徴
。
そ
の

た
め
に
真
壁
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
実

習
で
作
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
、
サ
ク
ラ

サ
ク
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
で
、
地

元
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
び
ら
か
ら
抽

出
し
た
酵
母
を

酒
造
り
に
使
っ

て
き
ま
し
た
。「
明め
い
し
ょ
う
き

笑
輝
」
と
「
ふ

る
さ
と
さ
く
ら
」
は
、
地
域
の
人
の

想
い
を
込
め
た
オ
ー
ル
桜
川
市
産
の

酒
で
す
。

　

西
岡
さ
ん
に
よ
る
と
、
新
酒
の
飲

み
頃
は
、
そ
の
年
の
秋
口
あ
た
り
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
蔵
の
中
に
あ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
地
域
に
開
放
し
た
り
、
震

災
復
興
を
目
的
に
蔵
で
の
ラ
イ
ブ
な

ど
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
と
の

交
流
か
ら
生
ま

れ
る
桜
川
ブ
ラ
ン

ド
の
酒
造
り
、
こ

れ
か
ら
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

　

西
岡
本
店
の
先
祖
は
、
近
江
商
人

だ
そ
う
で
す
。
近
隣
の
酒
蔵
に
も
同

じ
起
源
の
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
の
は
、

筑
波
山
周
辺
が
酒
造
り
に
適
し
た
磨

か
れ
た
水
が
豊
富
で
、
そ
し
て
良
い
米

の
産
地
だ
か
ら
と
言
え
ま
す
。
創
業

は
１
７
８
２
年
、
現
当
主
の
西
岡
半

右
衛
門
さ
ん
で
八
代
目
で
す
。
平
成

13
年
に
戻
っ
て
き
て
、
日
々
の
仕
事
の

ほ
か
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究

所
で
酒
造
り
や
経
営
に
つ
い
て
学
び
、

平
成
22
年
に
蔵
を
継
が
れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
端
麗
辛
口
の
酒
が
好
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
西
岡

本
店
で
は
流
行
に
左

右
さ
れ
な
い
旨
味
の

あ
る
酒
を
造
っ
て
き
ま

し
た
。
材
料
も
地
元

産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
食
用
米
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
も
そ
の
一
つ
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
酒
を
造
る

地
域
交
流
で
オ
ー
ル
桜
川
市
産
の
酒
造
り

八
代
目
当
主
　
西に

し

岡お

か 

半は

ん

右う

衛え

門も

ん 

さ
ん

株
式
会
社 

西
岡
本
店

永徳寺型

伝統の継承と地域活性化
のため、地元高校と連携
して行った、100％桜川
市産原料による酒造り

ノミ打ちによる仕上げ。職
人による手仕事のため、
一つ一つ表情が異なり、同
じものは２つとありません。

技
わざ

人
びと

15File

技
わざ

人
びと

16File

技
わざ

人
びと

17File

技
わざ

人
びと

18File
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し
て
、
味
噌
は
米
だ
け
を
麹
に
す
る

の
が
大
き
な
違
い
で
す
。

　

現
在
、
出
荷
す
る

製
品
の
約
９
割
を
醤

油
が
占
め
て
い
ま
す
。

醤
油
造
り
は
昔
か
ら
、

１.

麹
（
発
酵
）、
２.

櫂か
い（
も
ろ
み
の
管
理
）、

３.

火
入
れ
（
殺
菌
・

香
り
づ
け
）
と
言
っ

て
、
麹
造
り
に
は
最

も
気
を
遣
い
ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い

る
製
品
の
多
く
は
約
５
か
月
で
造
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
鈴
木
醸
造
で
は
創

業
以
来
使
っ
て
き
た
杉
桶
で
ゆ
っ
く

り
と
発
酵
さ
せ
る
た
め
、
製
品
に
な

る
ま
で
に
１
年
、
丸
大
豆
醤
油
の
場

合
は
１
年
半
も
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
原
料
の
小

麦
を
地
元
産
の

ユ
メ
シ
ホ
ウ
に
替
え
た
製
品
「
真

壁
」
も
開
発
し
ま
し
た
。
ユ
メ
シ
ホ

ウ
は
、
従
来
使
っ
て
い
た
小
麦
よ
り

グ
ル
テ
ン
が
豊
富
な
の
で
、
よ
り
旨

味
の
あ
る
醤
油
の
製
造
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
麹
の
管
理
は
大
変

で
す
が
、
当
社
の
ポ
リ
シ
ー
は
手
間

を
惜
し
ま
ず
に
良
い
製
品
を
造
り
続

け
て
い
く
こ
と
。

ま
た
、
で
き
る
だ

け
地
産
地
消
に

も
こ
だ
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。」

と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

鈴
木
家
の
先
祖
は
、
真
壁
氏
に
仕

え
て
い
ま
し
た
。
秋
田
に
真
壁
氏
が

移
っ
た
後
は
、
主
に
農
業
を
営
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。
当
時
は
、
味
噌
や

醤
油
は
家
で
造
る
も
の
で
し
た
が
、

徐
々
に
規
模
を
大
き
く
し
て
事
業
と

し
て
造
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正

８
年
頃
。
そ
れ
以
来
、
醤
油
と
味
噌

の
両
方
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
主
原
料
は
大
豆
で
す
が
、
醤
油

が
大
豆
と
小
麦
を
麹
こ
う
じ
に
す
る
の
に
対

Profile

昭和39年桜川市生まれ。平成10年に鈴木醸造 
株式会社の代表取締役に就任。昔ながらの製法
と地元産の原料にこだわった味噌・醤油づくり
に取り組んでいます。

ユメシホウを使用した「真壁」

手
間
を
惜
し
ま
ないこ
と
が
大
切

代
表
取
締
役
　
鈴す

ず

木き 

正ま

さ

徳の

り 

さ
ん

鈴
木
醸
造 

株
式
会
社

で
つ
い
て
い
ま
す
。
最
中
の
皮
に
は

で
ん
ぷ
ん
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
石
川
さ
ん
は
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
。サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
と
、

口
の
中
に
貼
り
つ
か
な
い
の
が
特
徴

で
、
違
い
は
一
口
味
わ
う
だ
け
で
す

ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
餡
も
上

質
の
小
豆
と
白

ザ
ラ
糖
（
氷
砂

糖
を
砕
い
た
純
度
の
高
い
砂
糖
）に
、

井
戸
水
を
使
っ
て
じ
っ
く
り
と
炊
き

上
げ
て
い
ま
す
。
栗
な
ど
の
具
を
入

れ
る
こ
と
も
あ
え
て
避
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
す
べ
て
は
皮
と
餡
そ
の
も
の
の
味

わ
い
を
引
き
出
す
た
め
で
す
。
人
の

好
み
と
い
う
の
は
、
必
ず
最
後
に
は

シ
ン
プ
ル
な
も
の
に
戻
っ
て
き
ま
す

ね
。
手
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
喜
ん

で
食
べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。」

と
、
石
川
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

　

一
真
堂
は
、
昭
和
初
期
に
パ
ン
屋

と
し
て
創
業
し
、
戦
後
に
菓
子
製
造

も
始
め
ま
し
た
。
３
代
目
の
石
川
恵

一
さ
ん
で
菓
子
専
門
店
と
し
、
現
在

パ
ン
製
造
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
地
域

で
も
人
気
の
「
桜
川
謡
曲
も
な
か
」

は
、
先
代
が
作
り
始
め
た
も
の
。
長

く
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
と
、

地
元
の
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
の
花
見

物
語
を
も
と
に
、
室
町
時
代
に
世ぜ

阿あ

弥み

が
作
っ
た
と
さ
れ
る
謡
曲
「
桜
川
」

に
ち
な
ん
で
名
づ
け
た
そ
う
で
す
。

　

最も

中な
か

と
い
う
の
は
、
餡あ
ん

を
皮
で

包
む
だ
け
の
と
て
も

シ
ン
プ
ル
な
和
菓
子
。

そ
れ
だ
け
に
作
り
手

の
想
い
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
味
や
食
感
に
出

ま
す
。特
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
皮
は
、
も
ち

米
だ
け
を
使
い
コ
シ

が
出
る
よ
う
杵き
ね

と
臼

素
材
に
こ
だ
わ
る「
桜
川
謡
曲
も
な
か
」

菓
子
職
人
　
石い

し

川か

わ 

恵け

い

一い
ち 

さ
ん

一
真
堂

Profile

昭和37年桜川市生まれ。平成15年に老舗菓子
店・一真堂の3代目となりました。手間ひまを
惜しまない昔ながらの製法を守り、地元に根ざ
した和菓子づくりを行っています。

「白あんパイ」の制作

米
温暖な気候と山からの美味
しい水に恵まれた当市は水
稲農業が盛んです。特に山裾
の水田で作られているお米
は、味・香りとも一級品です。

梵
ぼん

鐘
しょう

寺院の鐘楼に置かれている梵鐘（つり鐘）
を造っている鋳物工場は、国内で７か所、
関東では真壁地区にある小田部鋳造のみ
となっています。小田部鋳造は800年の歴
史を持ち、塗装をしない素肌仕上げが特徴
です。最近は、つり鐘型の風鈴が人気となっ
ています。

真壁石燈籠
江戸時代末期、久

く

保
ぼ

田
た

吉
きち

兵
べ

衛
え

を祖とする真壁
石燈籠は、厳しい弟子相伝により伝えられ、
平成７年に国の伝統的工芸品に指定されまし
た。切り出しから仕上げまで18の技法が用い
られ、繊細優雅な彫刻で知られています。

石製品
当市は日本を代表する石の産地です。
加波山から切り出される良質な花

か

崗
こう

岩
がん

（みかげ石）は墓石
や燈籠に用いられ、この地域の発展に大きく貢献してきま
した。近年はガーデン製品やアート作品を手掛ける人も多
くなり、新たな広がりをみせています。

べっ甲細工
亀の甲羅を加工するべっ甲細工は、真壁地
区に住む刈

かり

部
べ

さん兄弟が父親から受け継
いだもので、彫刻や蒔絵などにより、琉泊
色に輝く装飾品へと生まれ変わります。

オリンピア
「幻のぶどう」とも呼ばれる
オリンピアは、非常に糖度が
高く、蜂蜜のように甘いのが
特徴です。８月中旬から９月
が出荷時期です。

紅小玉スイカ
県の銘柄産地に指定されて
いる紅小玉スイカは、甘くて
美昧しいと高い評価を受けて
います。4月から5月にかけ
て出荷されます。

酒寄みかん
温暖な筑波山の斜面を利用
して、10月下旬から12月中
旬にかけて９軒のみかん園が
オープンします。コクのある
甘酸っぱい味が好評です。

常陸秋そば
そば独特の香り、風味、甘み
が強く、全国のそば職人から
高い評価を得ています。品質
日本一ともいわれ、当市での
栽培も盛んです。

ゆず
さわやかな香りと酸味が自慢
のゆずは、地域の活性化を
目的に40年以上も前から育
てられている特産品。冬の
食卓に欠かせない味覚です。

醤油・味噌
地元産小麦などこだわりの原
料を使用し、筑波山の伏流水
で仕込まれる醤油・味噌。伝
統の製法を守り、じっくりと時
間をかけて作られています。

ゆず加工品・梅ジャムなど
当市ではゆずなどの加工品
づくりが盛んに行われていま
す。ゆずマーマレードやゆず
胡椒、完熟した梅だけを使っ
たジャムが人気です。

酒
豊かな米どころである当市で
は、古くから上質な日本酒の
製造が行われてきました。山
桜由来の酵母を使用するな
ど、新たな試みも盛んです。

和菓子
当市は老舗の和菓子屋が多
く軒を構えています。歴史を
感じさせる町並みの中を散策
しながら、和菓子めぐりが楽
しめます。

豊かな自然の恵みをうけながら
長い歳月をかけて磨かれてきた
特産品の数 を々ご紹介します。

工場に併設されている直
売所の前に佇む鈴木醸造
㈱ 代表取締役の鈴木正徳
さん

技
わざ

人
びと

19File

技
わざ

人
びと

20File

春先の人気商品「さくら
餅」を作る石川さん。一
つ一つ丹誠を込めて手作
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歳
時
記

さ
く
ら
が
わ

E
vent C

alender

2月

4月

6月

7月

11月

12月

5月

3月
真壁のひなまつり
開催日：２月４日〜３月３日
場　所：真壁市街地

八
よう

日
か

祭
まつ

り
開催日：２月８日
場　所：真壁市桜井地区

マダラ鬼神祭
開催日：４月第２日曜日
場　所：雨引山楽法寺（雨引観音）

真壁祇園祭
開催日：７月23〜26日
場　所：真壁市街地

火
ひわたり

渉祭
さい

開催日：冬至の日
場　所：加波山三枝祇神社

大飯祭り
開催日：12月第２日曜日
場　所：下泉公民館

納涼大会
開催日：８月中旬
場　所：調整池（岩瀬中央公民館西側）

岩瀬駅前夏まつり
開催日：７月下旬
場　所：岩瀬駅前

あじさい祭
開催日：６月中旬〜７月中旬
場　所：雨引山楽法寺（雨引観音）

大
まほろば

和流
や ぶ さ め

鏑馬競技大会
開催日：４月上旬
場　所：大和ホースパーク内桜川市民祭 inいわせ

開催日：11月上旬
場　所：桜川市綜合運動公園

名勝「桜川」の桜まつり
開催日：４月上旬
場　所：桜川市磯部桜川公園

大
まほろば

和の石まつり
開催日：４月中旬
場　所：桜川市商工会大和事務所前駐車場

ツール・ド・さくらがわ
開催日：５月中旬
場　所：桜川市周辺道路（近隣市町村含む）

桜川市さくらマラソン大会
開催日：３月中旬
場　所：桜川市総合運動公園

新緑の季節に、桜川市周辺道路に設定したコースを自転車で走
行します。競争するのではなく、交通規則を遵守して走ることを
楽しむ大会です。県内外から大勢のサイクリストが参加します。

年齢や性別に応じたレースが行われ、市内外
からおよそ2,000人のランナーが参加します。

ぞ
う
り
が
地
区
の
災
厄

を
除
け
る
と
い
う
謂
れ

か
ら
、
巨
大
な
ぞ
う
り

を
編
ん
で
厄
除
け
・
無

病
息
災
を
祈
願
す
る
行

事
で
す
。

雨引山楽法寺の奇祭。兵火によって寺が
焼失した際、住職の前にマダラ鬼神が
現れ、大勢の鬼を使って寺を再建したと
いう古事にちなみ、鬼神に感謝を捧げ
るお祭りです。

家内安全と五穀豊穣を祈願して行われる
お祭りです。氏子の有志が、大榊に注連
飾り（しめかざり）をした御祭神を担ぎ
大太鼓を打ち鳴らし大国玉内の末社を
走って巡ります。

かったて祭り
開催日：８月31日
場　所：五所駒瀧神社

五所駒瀧神社の氏子たちが権現山山頂の富士浅間神社に
神火を奉献するお祭りです。山頂を目指して登る松明（た
いまつ）の列は真壁に夏の終わりを告げる風物詩です。

鹿
島
神
社
の
氏
子
た
ち
が
、
そ
の
年
の

当
番
の
家
に
集
ま
り
、物
相（
モ
ッ
ソ
ウ
）

と
呼
ば
れ
る
お
椀
に
高
く
盛
ら
れ
た
飯

を
食
べ
合
い
ま
す
。
そ
の
年
の
作
物
の

実
り
を
神
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、人
々

の
健
康
を
願
う
た
め
の
行
事
で
す
。

燃
え
盛
る
薪
の
上
を
素
足
で
踏

み
渉
り
、
無
病
息
災
を
祈
る
お

祭
り
で
す
。
燃
え
さ
し
を
持
ち

帰
り
軒
先
に
吊
る
す
と
病
気
に

な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「寒い中、真壁に来る人をもてなそう。」と真壁の住
民の皆さんが考えたお祭りで、１か月間にわたり町
中の家や店などにたくさんのお雛様が飾られます。

真壁祇園祭　神輿渡御（みこしとぎょ）
五所駒瀧神社から市街地へ向かう行列

岩瀬駅前を中心に行われる夏祭りです。
子どもみこしも担がれ、みんなで楽し
めるお祭りです。

五所駒瀧神社の例祭で、４００年の歴史を持つお祭り
です。華やかに飾られた４台の山車が真壁の町並みの
中を練り廻ります。

皆さんが楽しみにしている盆踊り大会で
す。帰省した人も加わり、やぐらを中心
に人の輪ができます。

さまざまな催事で賑わう市民祭。中でも、220kg
のみかげ石を３人１組で25m引っ張る珍競技「世
界みかげ石引き選手権大会」が人気です。

社殿の前庭に榊（さかき）
の小枝で神田をつくり、
翁の面をつけた神職が、
榊で作った鍬で田を起こ
し田植えまでのしぐさを
行う農耕の神事です。

桜川市の特産品である石材加工品を
PRするお祭りです。会場には石燈籠、
オブジェ、墓石が並べられます。

日本古来の伝統武芸である流鏑馬を、スポー
ツとして全国に発信する大会です。50騎を超
える騎馬武者が技を競い合う迫力は圧巻です。

古くから信仰を集めてきた雨引山
楽法寺は、桜、ツツジ、ボタン、
アジサイなどが咲く花の名所とし
ても有名です。特に梅雨の時期に
咲くアジサイは人気があります。

名勝・磯部桜川公園で、桜の開花
にあわせて、さまざまなイベントが
開催されます。

8月

1月さやどまわり
開催日：１月上旬
場　所：大国玉神社

鍬
くわ

の祭
開催日：１月上旬
場　所：大国玉神社
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桜川市ガイドマップ

真壁の町並み真壁の町並み2

国道50号線のすぐ
そばにある「上野沼
やすらぎの里キャン
プ場」は、交通の
便も良く、手軽にア
ウトドア・アクティビ
ティを満喫できます。

Activity 03
キャンピングキャンピング

鴨鳥五所神社鴨鳥五所神社5

北関東
自動車道

水 戸 線 羽黒駅

岩瀬駅

大和
駅

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

鏡ヶ池

ウグイス
Japanese Bush Warbler
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　高峯の山桜
高峯をはじめとして、桜川市の山々には山桜が多数自生しています。山桜は染井吉野と比べ開花
時期が若干遅く、桜花の淡紅色と赤芽が木々のもえぎ色の芽吹きの時期と重なり、パッチワーク
のような眺望を楽しむことができます。

B

常陸三山 ※地図上の表記はありません。
真壁・大和地区を南北に連なる筑波山・足尾山・加波山は常陸三山と呼ばれ、古くから茨城の
山岳信仰の中心地としてその名を歴史に刻んできました。常陸三山にはたくさんのハイキングコー
スがあり、静かな山歩きを楽しめます。また足尾山周辺はハンググライダーやパラグライダーなど
スカイスポーツのスポットとして人気を集めています。

　桜川のサクラ
磯部稲村神社の参道をはさんで、両側約１kmに及ぶ桜の並木は、古来から磯部の百色桜として知
られ、昭和49年に国の天然記念物に指定されています。国の名勝として、また、世阿弥元清の作
である謡曲「桜川」の舞台として、多くの人たちに親しまれています。

B

D

　雨引山楽法寺
雨引観音とも呼ばれ、中国から帰化した法輪独守居士が587年に開山したと伝えられる古刹で
す。聖武天皇、光明皇后の帰依が厚く、その後、弘法大師によって真言宗の道場となりました。
現在は安産子育ての霊場として広く知られる関東屈指のお寺です。桜の名所でもあり、６月には
アジサイ祭も開かれます。

1

B

　月山寺
平安時代初期、桓武天皇の時代に創建され、紅葉の美しい庭園があります。
国や県指定の文化財が展示されています。

2

　雨引山の桜
雨引山の中腹にある楽法寺（雨引観音）も
桜の名所として知られ、たくさんの観光客で
賑わいます。

D

　つくし湖の桜
筑波山の麓にあるつくし湖には、その湖を取
り囲むように桜が植えられ、桜と筑波山を楽
しめる新しい名所として人気です。

E

　つくばりんりんロード
土浦と岩瀬を結ぶ全長40kmのサイクリング
ロード。昭和62年に廃線となった関東鉄道筑
波線を、サイクリングロードとして再生させま
した。旧ホームを利用した休憩所もあり、田
園を渡る風が身体と心を健康にしてくれます。

「つくばりんりんロード」
を中心に、サイクリング
に適した環境を備えた
桜川市には、県内外か
ら多くのサイクリストが集
まります。

筑波連山「きのこ山」は、
パラグライダーの人気ス
ポット。ワールドカップが
２度も開催されているエ
リアです。

山桜の名所、平沢地
区・高峯の豊かな自
然と触れ合いながら、
ハイキングやMTBを
楽しむことができます。

　羽鳥道
真壁と筑波山男体山御本殿を結ぶ羽鳥道は、
古くは修験者らの山岳修行の道でしたが、江戸
時代中期頃から庶民に広まった神社参詣の信
仰道となりました。道沿いには当時の面影を偲
ばせる野仏や石碑などが数多く残っています。

E

　スダジイ樹叢
椎尾山薬王院一帯には、斜面2.6haに287本
のスダジイが群生しています。推定樹齢は300
～500年で、県指定樹叢となっています。

E

　全国植樹祭発祥の地
昭和８年、大日本山林会の提唱で「愛林日」
が設けられ、翌年、筑波山中腹において、日
本で初めての植樹祭が行われました。

E

　カタクリの群生
麓で桜が咲く頃、筑波高原キャンプ場周辺で
はカタクリが一斉に開花します。ニリンソウ
やキクザキイチゲなども可憐な姿を見せてく
れます。

F

　桜川
当市の名称となっている桜川は、鏡ヶ池を源
とし旧岩瀬町・旧大和村・旧真壁町を流れ、
霞ヶ浦へ注いでいます。
古来より、農業をはじめとした生活文化に深
く関わり、二宮尊徳が造った堰などを見るこ
とができます。

　上野沼（桜川市上野原地新田）
国道50号線のすぐそばにある上野沼は、慶
安時代に造られた灌漑用の沼です。湖畔には
「上野沼やすらぎの里キャンプ場」があり、
森と水のある美しい景観を作っています。ま
た、高さ10mを誇る噴水もあり、訪れた皆
さんを楽しませています。

A

　桝箕ヶ池
JR水戸線・羽黒駅の付近にある桝箕ヶ池は、
白鳥が飛来する場所として知られています。
白鳥たちは越冬のため10月中旬ごろ飛来し、
３月末ごろまで滞在します。悠々と水面を泳ぐ
姿は、見物者の目を楽しませてくれます。

B

　大池
JR水戸線・大和駅の付近には、静かに水を
たたえる大池があります。釣りを楽しむ人が
多く、冬には白鳥が飛来することでも知られ
ています。水に親しむ新たなレクリエーショ
ンの拠点となっています。

C

　つくし湖
筑波山の麓にあるつくし湖は、平成４年に完
成した霞ヶ浦用水の人造湖です。風のない穏
やかな日には湖面に美しい逆さ筑波が映りま
す。休日はウォーキングやサイクリングを楽し
む人たちで賑わいます。湖畔には週末のみ
オープンする「そば処つくし亭」があります。

E
里山の四季 
※地図上の表記はありません。

山があり川があり田んぼがある。春はたくさ
んの花が咲き、夏はホタルが飛ぶ。秋は野山
が紅葉に染まり、冬は雪が舞う。日本の里山
はたくさんの彩りがある心和む空間です。桜
川市にもこのような里山の風景がたくさんあ
ります。

　 富谷山ふれあい公園
富谷山小山寺（富谷観音）のすぐそばにある
公園です。高台にあるため、市内を一望でき
ます。また、天気の良い日は富士山を見るこ
とができ、国の「関東富士見100景」に選
ばれています。

A

1

　上野沼やすらぎの里キャンプ場
上野沼の湖畔にあるやすらぎの里は、四季を
通して水辺の自然とふれあえる憩いの場所で
す。園内には木のぬくもりの伝わるケビンを
はじめ、ゆったりとしたオートキャンプ場も
あり、家族や友人と楽しいひとときを過ごす
ことができます。また、多目的運動広場やテ
ニスコートもあり、子ども会や職場のレクリ
エーションに最適です。

A

2

　花の入公園
加波山中腹の自然の地形を活かして造られた
公園で、芝生の広場、東屋、遊歩道、アスレチッ
クなどが整備されています。

D

3

　真壁伝承館
     2012年日本建築学会賞（作品）
重要伝統的建造物群保存地区内にあるシン
ボル的な建物であり、白と黒を基調として周
辺の町並みとの調和を図った多目的施設で
す。地域交流の場としての会議室・ホール・
図書館やこの地を訪れる人々へ地域情報を発
信する観光PRコーナー、地域の歴史を後世
に伝える歴史資料館を備えています。

E

4

　筑波高原キャンプ場
筑波山の中腹、標高500mの場所にある自
然豊かなキャンプ場です。キャンプ場周辺は
原生林の宝庫で、140種の野鳥が生息して
います。春にはカタクリやニリンソウが咲き、
近くを流れる沢ではサワガニやサンショウウ
オの姿を見ることができます。気候のよいゴー
ルデンウィークや夏休みは、キャンプやバー
ベキューを楽しむ人で賑わいます。

F

5

　妙法寺
即身仏のある寺として有名です。江戸時代、
舜義上人がこの寺に入り、1686年２月に入
寂したと伝えられています。

A

4

　椎尾山薬王院
標高200mの椎尾山中にあり、782（延暦元）
年に最仙上人が開山したと伝えられる古刹で
す。全山が樹齢500年に及ぶスダジイの樹叢
に覆われ、その中に県指定文化財になってい
る荘厳な三重の塔が建てられています。

E

6

　薬王寺
806－809（大同年間）、徳
一大師の創建とされる古刹。
境内には、樹齢400年のも
みじがあり、最近は紅葉ス
ポットとしても人気が高まっ
ています。山門には、二宮尊
徳仕法による青木堰の木材
が利用されています。裏山に
は多くの野鳥が生息し、春に
はウグイスの森となります。

7

　富谷山小山寺
735（天平７）年に行基菩薩が開山したといわ
れ「富谷観音」の名で親しまれています。三重
の塔は国の重要文化財に指定されています。

A

3

　祥光寺
雨引山のふもとにある臨済宗の古刹。806
（大同元）年に高僧徳一大師によって創設さ
れたといわれています。境内には茨城県最古
とされる石造多宝塔があります。

D

5

　磯部稲村神社
天照皇大神、木花咲耶姫例命、天手力雄命
などに柱を祀る神社です。景行天皇の時代に
東国平安の分霊を移して祀ったという伝説も
あります。江戸時代初期には井上氏に保護さ
れ、その後、徳川光圀公や領主内藤氏の崇
拝を受けました。木造の狛犬は県の文化財に
指定されています。

B

1

　大国玉神社
８世紀の初頭の「新編常陸国誌」にその名が
見えるほど古い歴史を誇る神社。毎年正月に
は「鍬の祭」「さやどまわり」が行われています。

C

C

2

　五所駒瀧神社
社伝によれば、平安時代末期に鹿島神宮の
祭神武甕槌命の分霊を祀り、真壁氏の氏神と
して創建されたと言われています。

F

3

　八柱神社
京都嵯峨の大覚寺の末寺であった金剛院は明
治初めに廃寺となり、華麗な聖天堂のみが残
されて八柱神社の本殿・拝殿に利用されてい
ます。現在の建物は1785（天明５）年の建
立で、拝殿は解体調査を元に1987（昭和
62）年に全面的に改築復原されました。な
かでも本殿は全体が極彩色に彩られ、精緻
な彫刻類が建物の外周を埋め尽くす豪華さは
圧巻です。

E

4

　鴨鳥五所神社
桜川市の建造物としては最古のものと思わ
れ、室町時代に建てられたとされています。
県指定文化財になっており、何回か修理の跡
が見られますが、当時の建築様式をとどめる
建物として非常に重要なものです。

A

5

　真壁城跡
中世、真壁・大和周辺を治めた真壁氏の城跡
です。戦国時代に造成されたと思われる四重
の堀や土塁が良好な状態で残されています。
平成６年に国の史跡に指定されました。

F

1

　真壁の町並み
枡形と呼ばれる城下町特有の交差点が現存
し、その町割りの中に、蔵や門などの歴史的
建造物が息づいています。99棟が国の登録
文化財となっており、平成22年に重要伝統
的建造物群保存地区に選定されました。

E

2

　二宮尊徳の顕彰碑
天保年間に荒廃した青木村を再建した二宮尊
徳の偉業を讃えて、明治31年にゆかりの地
に村民たちが建立した碑です。

A

3

　真壁城主累代の墓地及び墓碑群
真壁氏の氏寺と伝えられる偏照院境内には
40基の五輪塔があります。鎌倉時代から戦
国時代にかけて作られたものと思われ、真
壁氏の墓碑群と確認されています。

F

4

　御門（三門）御墓
大国玉字三門にあり、平将門の墓と伝えられ
ています。墓は将門婦人を祀る后神社と向か
い合うように建っています。

C

5

　青木堰
青木堰は、二宮尊徳による青木村復興事業
の一環として、1833年に再建工事が開始さ
れました。現在の堰は、1998年に旧跡の上
流に建設されたものです。

A

6

真壁伝承館真壁伝承館4

磯部稲村神社磯部稲村神社1

月山寺月山寺2

雨引山楽法寺雨引山楽法寺1

椎尾山薬王院椎尾山薬王院6

富谷山小山寺富谷山小山寺3
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　平沢林道
山桜を見ながらの散策が楽しめる平沢地区か
ら栃木県茂木町へ抜ける林道です。桜の季節
は渋滞緩和のため車両通行止めとなります。

B
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名　　　称 所在地（桜川市） 電話番号
（0296）

桜川市役所大和庁舎 羽田1023番地 58-5111

桜川市役所岩瀬庁舎 岩瀬64番地2 75-3111

桜川市役所真壁庁舎 真壁町飯塚911番地 55-1111

桜川市福祉事務所 岩瀬64番地2 75-3111

岩瀬福祉センター 鍬田612番地 76-2940

真壁福祉センター 真壁町山尾604番地1 54-2441

真壁保健センター 真壁町山尾754番地1 54-1171

学校給食センター 羽田1008番地 58-8310

南学校給食センター 真壁町亀熊786番地1 55-0668

大和ふれあいセンター「シトラス」 羽田989番地1 20-6300

大和中央公民館 羽田1028番地1 58-7117

岩瀬中央公民館 東桜川一丁目21番地1 75-0344

農村環境改善センター 加茂部1491番地 75-6555 

真壁伝承館 真壁町真壁198番地 23-8521

公民館紫尾分館 真壁町椎尾3950番地 54-1077

公民館谷貝分館 真壁町下谷貝1139番地 54-1088

公民館樺穂分館 真壁町長岡621番地 54-0404

原方集会所 真壁町原方1245番地2 54-1281

総合運動公園・岩瀬体育館「ラスカ」 岩瀬2685番地14 75-6600

岩瀬温水プール「サンパル」 岩瀬2685番地14 75-4488

岩瀬桜川運動公園 磯部437番地

岩瀬運動場 青柳283番地

名　　　称 所在地（桜川市） 電話番号
（0296）

上野原多目的運動広場 上野原地新田69番地 76-0952

大和体育館 羽田1028番地1 58-7117

大和体力増進センター 羽田1028番地1 58-7117 

真壁第一体育館・社会体育研修センター 真壁町古城377番地 54-0753

真壁運動場 真壁町源法寺43番地1 54-0406

真壁農業者トレーニングセンター 真壁町古城377番地 54-0753

真壁農村交流センター 真壁町白井833番地5

真壁農村高齢者センター 真壁町東山田2266番地 54-2450

みかげスポーツ公園 真壁町桜井1073番地

坂戸幼稚園 西飯岡558番地1 75-2149

まかベ幼稚園 真壁町桜井848番地 55-3555

やまと幼稚園 大国玉13番地 58-5096

岩瀬保育所 西桜川二丁目29番地 75-2074

岩瀬東部保育所 友部170番地2 75-2309

岩瀬北部保育所 南飯田885番地1 75-2204

やまと保育所 羽田803番地 58-6060

いこいの家 羽田1035番地25 58-7888

磯部桜川公園 磯部740番地2

上野沼やすらぎの里キャンプ場 上野原地新田48番地 76-0952

富谷山ふれあい公園 富谷696番地

花の入公園 東飯田47番地1

筑波高原キャンプ場 真壁町羽鳥1557番地 54-0403
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市勢資料  
City conditions data

　平成 25 年 4 月 1 日現在　資料：児童福祉課

北に高峯と富谷山、南に加波山と雨引山が連なる、桜川源流の地。謡曲「桜
川」の舞台となった歴史ある桜の名勝として有名です。また、北関東自動車
道、国道 50 号線、JR 水戸線が通る交通の要所としても機能しています。

岩瀬福祉センター 真壁福祉センター 大和ふれあいセンター「シトラス」 岩瀬体育館「ラスカ」

中央を桜川が流れ、筑波山から連なる雨引山を背にして広がる緑豊かな地
区です。雨引観音をはじめ、多くの歴史的遺産・名刹があります。加波山か
ら切り出される良質のみかげ石を使った石材加工業や農業が盛んです。

戦国時代に真壁城の城下町として形成された町並みには、江戸から大正に
かけて建てられた蔵や門などの歴史的建造物が数多く保存されています。国
指定伝統的工芸品「真壁石燈籠」の産地としても知られています。

岩瀬地区
Iwase district

大和地区
Yamato district

真壁地区
Makabe district

市議会は、市民の声を市政に生かす重要な機関で、議案等の審議、

審査などを行います。また、各議員は、総務・文教厚生・建設

経済のいずれかの常任委員会に所属し、議案や請願などを専門

的、能率的に審査しています。

桜川市議会  
City council

空から見た桜川市  
Sakuragawa sky view

真壁伝承館

公共施設  
Public facilities

市民のくらし

福祉・介護施設等の概要

医療関係従事者数

幼稚園（４園）の学級数・園児数・教職員数

小学校（11校）の学級数・児童数・教職員数

中学校（５校）の学級数・生徒数・教職員数

医療施設の概要

土地

地目別土地面積

人口・世帯の推移と年齢３階層別人口

産業小分類別　事業所数・従業員数

年齢別男女人口

人口密度 世帯人口 出　　生 死　　亡 結　　婚 離　　婚

1km2あたり

247.2人
（H24)

１世帯あたり

3.25人
（H24)

１年間で

263人
（H24)

１年間で

609人
（H24)

１か月におよそ

13組
（H24)

１か月におよそ

6組
（H24)

転　　入 転　　出 市　　税 市の予算 市民所得 市　職　員

１日あたり

2.28人
（H24)

１日あたり

3.06人
（H24)

１人あたり

95,883円
（H24)

１人あたり

334,438円
（H24)

１人あたり

2,206千円
（H21)

市民106.2人に
１人

（H24)

消防職員 医　　師 教　　員 救急出動 火　災 交通事故

市民667人
に１人
（H24)

医師

市民1,063人に１人
歯科医師

市民1,523人に１人
（H22)

教員１人あたり
中学校

生徒数10.2人
小学校

児童数13.6人
（H24)

１日あたり

4.4回
（H24)

１か月あたり

1.9件
（H24)

１日あたり

0.41件
（H24)

刑　法　犯 ごみ処理量 し尿処理量 商店数 水道配水量 下水道供用開始区域に
おける水洗化率

１日あたり
発生0.95件
検挙0.56件

（H24)

１日あたり

41.8t
（H24)

１日あたり

61t
（H24)

市民86人に

１店舗
（H19)

１日あたり

11,411m3
（H24)

39.5％
（H24)

1.総説

2.人口

3.産業

4.歳入・歳出

5.教育

6.福祉
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50
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70
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畑 宅地 池沼 山林 原野 雑種地 その他

31.00
25.60

15.83

1.36

63.61

1.09

8.52

32.77

区　　　分 施設数
（所）

定員
（人）

入所者数
合計（人）

保 育 園
市立 4 400 316

私立 3 340 319

医　師 歯科医師 薬剤師 助産師 看護師 準看護師 歯科
技工士

はり師・きゅう師・
あんまマッサージ 保健師 歯科

衛生師

43 30 55 0 216 171 11 22 14 26

全産業
(公務を
除く)

 農林漁業

鉱業，
採石業，

砂利
採取業

建設業 製造業

電気・
ガス・

熱供給・
水道業

情報
通信業

  運輸業，
郵便業

  卸売業，
小売業

  金融業，
保険業

不動産業，
物品賃貸業

学術研究，
専門・技術
サービス業

宿泊業，
飲食

サービス業

生活関連
サービス業，

娯楽業

教育，
学習支援業

  医療，
福祉

複合
サービス

事業

サービス業
（他に分類

されない
もの）

事業所数
（件） 2,159 16 2 328 549 — 4 44 560 17 42 31 144 181 22 84 11 124

従業者数
（人） 14,995 264 10 1,383 5,375 — 11 790 2,796 206 96 111 787 673 170 1,600 110 613

学級数
園　　　児　　　数 教　　員　　数 １学級あたりの

園児
職員１人あたりの

園児総 数 男 女 総 数 男 女

20 459 235 224 33 3 30 23.0 13.9

総面 (km2） 東西 (km） 南北 (km）
海　抜 (m)

最　高 最　低

179.78 14 20 850 24

学級数
児　　　童　　　数 教　　員　　数 １学級あたりの

児童
職員１人あたりの

児童総 数 男 女 総 数 男 女

102 2,304 1,199 1,105 169 57 112 22.6 13.6

学級数
児　　　童　　　数 教　　員　　数 １学級あたりの

児童
職員１人あたりの

児童総 数 男 女 総 数 男 女

56 1,337 694 643 131 72 59 23.9 10.2

医　　療　　施　　設　　数　　（所） 病　　床　　数　　（床）

病　　　　　院 一般
診療所

歯科
診療所

病　　　　　院 一般
診療所総数 精神 結核 一般 総数 精神 結核 一般

3 — — 3 21 24 614 35 — 296 —

区　　　　　　分 施設数
（所）

定員
（人）

入所者数
合計（人）

介 護 老 人 福 祉 施 設 私立 3 239 233

介 護 老 人 保 健 施 設 私立 3 280 240

介護療養型医療施設 私立 2 86 81

グ ル ー プ ホ ー ム 私立 4 72 71

ケ ア ハ ウ ス 私立 1 50 41

　平成 25 年 4 月 1 日現在　資料：介護長寿課

　平成 25 年 5 月 1 日現在　資料：教育委員会

　平成 25 年 5 月 1 日現在　資料：教育委員会

　平成 25 年 1 月 1 日現在　資料：税務課

資料：税務課

　平成 25 年 5 月 1 日現在　資料：教育委員会

※医師、歯科医師、薬剤師は勤務地における数である。
平成 22 年 12 月 31 日現在　資料：筑西保健所

平成 24 年 4 月 1 日現在　資料：筑西保健所

　（単位：人）

　（単位：人）

　（単位：人）

　（単位：人）
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人口（総数）人口（総数）

43,826

人口（女）人口（女）
22,290

人口（男）人口（男）

21,536

11,913

5,486

世帯数世帯数 13,768

27,037

年齢三階層別人口
（15～64歳）
年齢三階層別人口
（15～64歳）

年齢三階層別人口
（65歳以上）
年齢三階層別人口
（65歳以上）

年齢三階層別人口
（14歳以下）
年齢三階層別人口
（14歳以下）

　各年 10 月 1 日現在　資料：常住人口調査・※国勢調査 平成 24 年 10 月 1 日現在　資料：常住人口調査

資料：平成 24 年経済センサス活動調査
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125総数 21,841人
（年齢不詳10人含む）

男性男性
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市民の代表として、より良いまちづくりに取り組んでいます。

桜
里
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地

57.6億円
地方交付税

161.8億円

歳入
161.8億円

歳出

44.6億円
市税

15.4億円
国庫支出金

14.7億円
市債

県支出金
8.8億円

繰越金 
4億円

民生費
51億円

教育費
24.1億円

衛生費
19億円

総務費
17.4億円

公債費
15.8億円

土木費
12.2億円

農林水産業費 
9.3億円  

消防費 8.8億円  その他 4.2億円  

地方譲与税 2.9億円

地方消費税
交付金 
4億円

諸収入 3.5億円

使用料・手数料 1.6億円

その他 4.7億円

　平成 25 年度当初予算より

一般会計
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